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四

臼
札
差
業
の

□

大
坂
に
お
け
る
分
家
の
両
替
業

~ 

ノ大 写

曰
大
坂
に
お
け
る
分
家
の
両
替
業

口
江
戸
中
橋
店
の
営
業
と
五
ヶ
―

九

近
世
前
期
の
金

は

じ

め

に

目

次

近
世
住
友
金
融
概
史

近
世
中
期
の
金
融
業

近
世
後
期
の
金
融
業

近
世
に
お
け
る
住
友
の
金
融
業
口

曰
江
戸
に
お
け
る
両
替
業
の
開
始

一
写 早



五

口
豊
後
町
店
に
お
け
る
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融
業
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世
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大
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で
、
史
料
の
整
理
と
併
せ
て
実
態
を
解
明
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

ヽ
0

_::, 

①
 

近
世
住
友
の
金
融
業
に
つ
い
て
は
、
江
戸
に
お
け
る
札
差
業
の
研
究
を
除
い
て
は
、

が
な
い
。

そ
れ
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
か
ら
で
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

住
友
の
本
業
は
銅
鉱
業
・
銅
精
錬
と
銅
貿
易
で
あ
っ
て
、

を
置
き
、

金
融
業
は
主
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、

し
か
も
そ
の
大
き
さ
が
年
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
江
戸
浅
草
に
は
札
差
店

ま
た
古
く
か
ら
あ
っ
た
中
橋
店
で
文
化
以
降
両
替
業
を
営
ん
だ
が
、

し
か
も
散
在
し
て
い
る
の

そ
の
比

全
体
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
を
正
確
に
判
定
す
る
の
は
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
容
易
で
は
な

大
坂
で
も
当
主
の
名
義
で
銅
座
掛
屋
御
用
や
金
銀
引
替
御
用
、
諸
藩
や
代
官
の
蔵
元
・
掛
屋
な
ど
を
広
く

勤
め
た
が
、

そ
れ
ら
の
史
料
は
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
少
な
く
、
細
か
な
史
料
が
多
数
‘

と
関
連
す
る
場
合
も
あ
り
、

分
家
の
う
ち
に
両
替
業
を
営
む
も
の
が
い
た
が
、
．
住
友
家
の
本
分
家
関
係
の
研
究
が
未
開
拓
で
あ
る
。
本

近
世
住
友
金
融
既
史

重
は
か
な
り
大
ぎ
く
、

関
係
史
料
を
広
く
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

は

じ

め

に

こ
と
に
銅
山
稼
行
や
産
銅
の
廻
送
・
売
買

そ
の
解
明
は
簡
単
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
金
融
業
が
住
友
の
事
業

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究



① 

末
岡
照
啓
「
天
保
の
無
利
息
年
賦
返
済
令
と
札
差
ー
泉
屋
甚
左

註

こ
こ
に
そ
の
概
略
を
述
べ
て
み
た
い
。

―
―
七
合
併
号
、
昭
和
五
十
七
年
）
、
同
「
江
戸
浅
草
米
店
（
札

衛
門
店
の
経
営
分
析
を
通
し
て
1

」
(
『
国
史
学
』
第
一
―
六

か
な
か
客
易
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
が
、

重
要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、

こ
の
よ
う
に
住
友
の
金
融
業
は
、

細
部
に
お
い
て
も
全
体
像
に
お
い
て
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
叙
述
す
る
の
は
な

系
譜
の
詳
細
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

そ
の
経
営
史
料
も
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

分
家
の
主
た
る
店
舗
を
本
家
が
吸
収
し
た
時
期
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
本
分
家
関
係
が
み
ら
れ
る
。

分
家
に
よ
る
同
族
の
家
産
共
有
制
を
続
け
た
形
跡
は
な
い
が
、

近
世
住
友
金
融
概
史

の
布
石
と
し
て
、

宮
本
又
次
「
江
戸
札
差
と
住
友
家
」
（
『
住
友
銀
行
行
史
編
纂
資

料
』
住
友
銀
行
行
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
五
十
年
）

脇
田
修
「
札
差
業
と
住
友
ー
近
世
に
お
け
る
住
友
の
金
融
業

0
」

（
『
泉
屋
叢
考
』
第
拾
六
輯
、
昭
和
五
十
一
年
）

ま
た
分
家
の

将
来
の
研
究
の
た
め

差
店
）
支
配
人
広
瀕
義
右
衛
門
義
泰
に
つ
い
て
」
（
『
住
友
修
史

室
報
』
第
七
号
、
昭
和
五
十
七
年
）

分
家
の
当
主
が
本
家
の
家
政
を
主
宰
し
た
時
期
や
、



六
歩
四
歩
配
分
止
、

以
）
死
、

七
月
限

大
坂
に
お
け
る
分
家
の
両
替
業

と
銅
貿
易
さ
ら
に
銅
鉱
業
を
家
業
の
根
幹
に
据
え
、
業
界
第
一
人
者
の
地
位
を
築
い
た
が
、

金
融
業
を
も
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
今
橋
二
丁
目
分
家
、

雨
替
諸
大
名
之
用
逹
1

、
問
屋
町
・
大
和
町
雨
所
於
1

一
掛
屋
鋪
1

吹
銅
、

陽

rz
下
1

一
御
用
銅
1

、
従
一一
延
賓
二
年
寅
七
月
1

仕
分
銀
四
百
九
拾
貫
目
為
―
―
凡
一
歩
1

一
年
納
ユ
ハ
拾
貫
目
利
1

ヽ

近
世
住
友
金
融
概
史

住
友
平
兵
衛
友
貞
慶
安
元
年
子
生
、

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

兵
衛
）
の
分
家
に
よ
っ
て
、

（一）

一六

0
七
ー
一
六
六
二
、
住
友
泉
屋
創
業
者
）
の
と
き
、
銅
精
錬

淡
路
町
一
丁
目
居
、

住
友
家
は
二
代
友
以
（
慶
長
十
二
年
生
、
寛
文
二
年
没
、

近
世
前
期
の
金
融
業

そ
の
子
友
貞
（
通
称
平

①
 

住
友
友
良
の
「
先
祖
伝
書
」
に
、

幼
名
饂
之
助
云
、

寛
文
二
寅
年
父
良
入
（
友

兄
吉
左
衛
門
（
友
信）

と
銅
都
而
徳
用
六
歩
四
歩
配
分
ス
、
為
ー
一
金
銀

（
株
力
）

泉
屋
忠
兵
衛
採
也
、

亦
出
詔
而
崎 友

貞
に



八
年
（
一
六
九
五
）
に
堺
の
海
部
屋
市
左
衛
門
に
こ
の
株
を
譲
渡
し
た
。

本
家
か
ら
仕
分
銀
四
九
〇
貫
目
を
与
え
ら
れ
て
独
立
し
、

同
時
に
利
益
の
配
分
は
止
め
ら
れ
た
。
貞
享
元
年
（

近
世
住
友
金
融
概
史

貞
享
元
年
酉
正
月
、
江
戸
為
替
間
違
成
1

一
不
納
1

、
依
＞
之
出
1

一公
邊
一、

身
上
分
散
ス
、
同
年
問
屋
町
吹
所
移
、

こ
れ
に
よ
る
と
、

い
だ
兄
友
信
か
ら
、
利
益
の
四

0
％
を
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヽ
こ＼＂` 

る
よ
う

金
融
業
を
開
始
し
、

一
五
歳
の
と
ぎ
‘

六
八
四
）
に
江
戸
為
替
の
間
違
い
か
ら
、
身
上
分
散
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
友
貞
は
銅
屋
株
を
受
け
つ
ぎ
、
こ
の
株
は
延
宝
六
年
に
、
銅
屋
株
一
六
の
一
っ

R

R

 

と
し
て
公
許
さ
れ
た
。
身
上
分
散
の
後
も
銅
吹
屋
と
し
て
の
活
動
は
見
ら
れ
、
ま
た
銅
屋
株
も
保
持
し
て
、
元
禄

友
貞
は
寛
文
十
年
に
は
十
人
両
替
に
加
わ
っ
て
い
る
か
ら
、

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
十
人
両
替
創
始
の
こ
ろ
の
様
子
は
、

④
 

あ
る
。

今
橋
二
丁
目
に
分
家
し
、

父
友
以
の
家
督
を
嗣

ま
た
「
金
銀
雨
替
諸
大
名
之
用
達
」
と
あ

二
七
歳
の
と
き
、

両
替
業
に
お
い
て
有
力
な
商
人
と
目
さ
れ
て
い
た

「
初
発
言
上
候
帳
面
窯
」
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で

寛
文
二
寅
年
始
而
小
判
御
買
上
之
節
三
人
被
仰
付
、
其
後
三
人
加
、
六
人
二
相
成
候
、
寛
文
十
戌
年
以

銅
精
錬
・
銅
貿
易
に
も
従
事
し
た
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
、

寛
文
二
年
(
-
六
六
二
）
、

其
後
春
貞
（
友
信

・
友
貞
母
）
隠
居
所
順
慶
町
一
丁
目
移
、

死

四



も
相
勤
来
り
候
慮
、
興
津
能
登
守
様
御
奉
行
之
時
、

近
世
住
友
金
融
概
史

為
此
度
十
人
雨
替
屋
之
儀
御
尋
被
為

一
彦
坂
壼
岐
守
様
御
奉
行
之
時
、
大
坂
雨
替
中
え
御
燭
被
遊
‘

寺
屋
五
兵
衛
•
新
屋
九
右
衛
門
・
鍵
屋
六
兵
衛
・
坂
本
屋
善
右
衛
門
・
天
王
寺
屋
作
兵
衛
•
新
屋
杢

右
衛
門
・
泉
屋
平
兵
衛
・
巻
田
屋
孫
右
衛
門
・
鴻
池
喜
右
衛
門

・
助
松
屋
利
兵
衛
、

仰
付
賣
上
申
候
二
付
、
此
節
よ
り
十
人
雨
替
と
唱
来
り
申
候
、

乍
恐
口
上

の
後
六
人
と
な
っ
て
、

十
年
に
十
人
両
替
と
な
っ
た
。

後
段
ミ
御
買
上
金
被
仰
付
、
仲
間
拾
人
二
被
仰
付
候
‘
其
後
壻
減
有
之

寛
文
年
間
に
長
崎
か
ら
の
小
判
輸
出
が
増
加
し
て
、
年
間
十
数
万
両
に
も
上
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

じ
て
小
判
の
定
期
売
買
を
停
止
さ
せ
て
い
る
が
、
通
貨
政
策
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
有
力
な
両
替
商
を
取
立
て
て

R
 

統
制
し
た
の
で
あ
る
。
寛
文
二
年
に
は
天
王
寺
屋
五
兵
衛
・
小
橋
屋
浄
徳
・
鑑
屋
六
兵
衛
の
一
二
人
を
取
立
て
、
そ

R
 

次
の
史
料
は
十
人
両
替
の
由
来
を
述
べ
た
も
の
で
、
泉
屋
平
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。

成
候
二
付
、

左
二
奉
申
上
候大

勢
罷
出
小
判
賣
上
申
候
、
其
後
天
王

尤
其
後
人
敷
無
人
二
相
成
候
而

又
ミ
十
人
二
相
揃
候
様
被
為

産
出
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
幕
府
は
小
判
の
買
上
げ
を
命
じ
（
寛
文
二
年
）
、

五

国
内
の
金
銀

両
替
屋
仲
間
を
通

以
上
拾
人
二
被

仰
付
候
二
付
、



て
は
お
ら
ず
、

住
友
は
長
崎
輸
出
銅
の
う
ち
約
三
分
の
一
を
一
族
で
占
め
、
貨
物
輸
入
貿
易
に
も
す
で
に
携
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
多
額
の
金
銀
を
繰
回
し
て
い
た
か
ら
、

た
と
思
わ
れ
る
。
延
宝
二
年
に
友
貞
が
独
立
し
た
と
き
、
仕
分
銀
が
四
九
〇
貫
目
と
い
う
の
は
、

は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、

単
純
に
こ
の
数
字
だ
け
み
る
と
、

し
か
し
友
貞
の
両
替
業
は
貞
享
元
年
に
、

兄
友
信
が
翌
二
年
に
壮
年
で
隠
居
し
、
若
年
の
嗣
子
友
芳
に
家
督
を
譲
っ
た
の
も
、
保
証
人
と
し
て
こ
れ
に
連
坐

⑤
 

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
加
わ
っ
て
い
た
の
か
は
、

友
貞
は
、
寛
文
十
年
十
人
両
替
制
に
な
っ
た
と
き
は
じ
め
て
取
立
て
ら
れ
た
の
か
、

御
奉
行
所

近
世
住
友
金
融
概
史

こ
れ
に
よ
っ
て
住
友
の
両
替
業
は
一
旦
中
絶
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

右
之
通
御
座
候
二
付
、
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
、

は
っ
ぎ
り
し
な
い
が
、
当
時
本
家
と
友
貞
家
と
は
、
財
産
を
ま
だ
明
確
に
分
離
し

そ
の
資
産
内
容

⑦
 

同
年
の
鴻
池
家
「
算
用
帳
」
の
純
資
産
が
四
七
五
貫
目
余
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

安
永
七
戌
年
六
月
八
日

そ
れ
以
上
で
あ
る
。

営
時
二
而
は
十
人
二
而
相
勤
申
候

以
上

十
人
雨
替
屋
共
印

そ
れ
以
前
の
六
人
の
段
階

両
替
業
の
経
営
規
模
も
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ

江
戸
為
替
の
間
違
の
た
め
幕
府
へ
出
訴
さ
れ
て
身
上
分
散
と
な
っ
た
。



次
い
で
四
代
友
芳
の
弟
友
弘
（
通
称
理
左
衛
門
）
が
両
替
業
を
営
ん
だ
。
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
住
友
家
の
親
類

R
 

書
の
中
で
、
友
弘
は
「
大
坂
淡
路
町
壼
町
目
二
金
銀
雨
替
商
賣
仕
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
友
弘
は
貞
享
二
年
に

し
て
い
る
の
で
、
年
少
の
友
弘
へ
の
家
産
分
与
の
一
っ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

左
衛
門
町
の
家
屋
敷
を
買
足
し
た
と
き
、
名
義
人
は
理
左
衛
門
と
さ
れ
た
。
住
友
本
家
は
元
禄
三
年
に
、
淡
路
町

一
丁
目
か
ら
長
堀
茂
左
衛
門
町
に
移
転
し
た
。

路
町
両
替
店
は
、

あ
る
い
は
こ
の
こ
ろ
開
業
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

永
瀕
家
は
材
木
商
で
、
大
坂
北
組
惣
年
寄
と
糸
割
符
宿
老
を
兼
ね
た
家
柄
で
あ
る
。
西
横
堀
は
古
く
は
七
郎
右
衛

⑲
 

こ
れ
は
初
代
の
七
郎
右
衛
門
が
開
削
し
た
た
め
で
あ
る
。

理
左
衛
門
は
享
保
八
年
、
実
父
に
相
続
人
が
な
い
た
め
永
瀕
家
に
復
帰
し
、
理
左
衛
門
家
は
絶
家
に
な
っ
た
。

⑪
 

そ
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た
史
料
の
一
部
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

淡
路
町
泉
屋
理
左
衛
門
殿
儀
、
近
年
紙
商
賣
被
致
候
得
共
、

近
世
住
友
金
融
概
史

門
堀
を
称
し
た
が
、

瀬
氏
）
七
郎
右
衛
門
（
の
ち
七
左
衛
門
）
の
子
で
、

友
弘
は
享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
に
没
し
、

母
は
友
芳
の
妹
で
あ
る
か
ら
、

養
子
甚
吉
が
相
続
し
て
理
左
衛
門
を
襲
名
し
た
。

ま
た
貞
享
五
（
元
禄
元
）
年
、
長
堀
茂

そ
の
後
も
淡
路
町
に
地
売
銅
の
店
は
残
っ
た
が
、

七

理
左
衛
門
の
淡

友
芳
・
友
弘
ら
の
甥
に
当
た
る
。

中
ミ
渡
世
成
か
た
く
相
見
に
、
依
之
一
雨

甚
吉
は
木
屋
（
永

銅
屋
株
（
手
代
典
九
郎
名
義
だ
っ
た
も
の
）
を
譲
り
受
け
た
。

こ
の
年
父
友
信
が
隠
居
し
、
兄
友
芳
が
一
六
歳
で
相
続



⑤ R 

化
七
年
に
四
六
歳
で
没
し
た
。

①
友
良
は
友
貞
の
子
友
房
を
初
代
と
す
る
理
助
家
の

三
代
で
、
文

註 て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寅
十
二
月
相
談
相
極
メ
（
下
略
）

軌
道
に
乗
ら
ず
、

引
取
、

近
世
住
友
金
融
概
史

名
跡
相
績
致
度
由
段
ミ
相
談
之
上
、

こ
こ
で
ま
た
、

泉
屋
忠
兵
衛
（
友
以
の
弟
、
蘇
我
氏
）
株
と
い
う
の
は
正
し
く

な
い
。
泉
屋
長
十
郎
名
義
で
延
宝
四
年
ご
ろ
ま
で
保
持
し
て
い

て
一
時
中
絶
し
た
の
が
、
同
六
年
の
銅
屋
株
公
許
の
と
き
、
復

活
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
葉
田
淳
「
銅
吹
屋
熊
野
屋
と
熊
野
銅
山
」
（
『
熊
野
誌
』
第
二

七
号
、
昭
和
五
十
六
年
）

家
業
は
あ
ま
り
好
調
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
理
左
衛
門
は
紙
商
売
を
営
み
、

年
以
前
長
崎
端
物
問
屋
株
二
入
候
得
共
、

R 

ま
た
長
崎
端
物
問
屋
株
を
入
手
し
た
も
の
の
、

『
大
阪
市
史
』
第
五

（
宮
本
又
次
・
作
道
洋
太
郎
編
著
『
住
友
の
経
営
史
的
研
究
』

実
教
出
版
、

一
九
七
九
年
）

資
金
難
の
た
め

田
谷
博
吉
「
貨
幣
改
鋳
と
金
銀
相
場
ー
封
建
社
会
の
通
貨
問
題
」

（『
日
本
史
研
究
』
第
―
ニ
―
号
、

一
九
七
一
年
）

「
十
人
両
替
鐵
庄
記
録
」
（
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料
集

成
』
第
四
輯
、
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
昭
和
十
―
―
―
年
）

⑤
作
道
洋
太
郎
「
近
世
銅
貿
易
の
成
立
と
住
友
両
替
店
の
創
業
」

④
 

八
二
頁

両
替
業
は
中
絶
し
た
。

ま
た
両
替
業
の
こ
と
は
見
え
ず
、

こ
れ
以
前
に
廃
業
し

右
之
通
片
付
不
申
候
而
は
双
方
共
難
清
候
二
付
、
享
保
七

永
瀬
七
左
衛
門
殿
近
年
病
身
二
御
成
、
役
儀
難
勤
り
、

是
辿
も
大
分
之
元
手
入
候
故
‘

理
左
衛
門
殿
を

難
取
付
相
見
候
、

其
上
相
績
之
男
子
無
之
候
故
‘

八

然
所
賓
父



住
友
は
東
北
地
方
の
産
銅
の
買
付
け
や
銅
山
経
営
を
行
な
う
た
め
、
寛
文
末
年
ご
ろ
、
江
戸
の
中
橋
に
出
店
を

延
宝
二
年
（

一
六
七
四
）
に
奥
州
石
巻
の
九
兵
衛
と
い
う
も
の
が
、
中
橋

南
旗
町
長
左
衛
門
棚
（
店
）
三
右
衛
門
と
手
代
七
右
衛
門
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
、

評
定
所
の
裁
決
で
住
友
の
主

①
 

張
が
認
め
ら
れ
た
記
録
が
、
江
戸
店
の
存
在
を
具
体
的
に
示
す
最
も
早
い
史
料
で
あ
る
。
三
右
衛
門
は
江
戸
店
の

支
配
人
で
、

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
南
部
銅
の
買
付
け
を
計
画
し
、

実
際
に
購
入
し
た
こ
と
、
三
右
衛
門
が
秋
田
へ
出
か
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
ま
た
延
宝
元
年
に
は
、
長

R
 

崎
で
買
入
れ
た
輸
入
品
の
錫
一
万
五
、

0
0
0斤
が
、
三
右
衛
門
宛
て
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

方
爪
軒
目
、
表
京
間
八
間
二
尺
五
寸
、
裏
に
町
並
」

近
世
住
友
金
融
概
史

当
初
の
店
舗
は
南
槙
町
の
店
借
り
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
六
年
に
、

―
町
お
い
て
北
に
あ
る
上
槙
町
の
「
西
之
角

R
 

の
家
屋
敷
を
金
八
五

0
両
で
買
入
れ
た
の
が
、

設
け
た
。
南
部
銅
の
買
付
け
に
つ
い
て
、

(.:::) 

江
戸
中
橋
店
の
営
業
と
五
ケ
一
為
替
方

昭
和

i

――十
一
年
）

R
 「
近
世
前
期
に
於
け

る
住
友
の

興
隆
」

（『
泉
屋
叢
考
』
第
七
輯
、

四
十

五
年）

二
九
頁

⑦

安
岡
重
明

『
財
閥
形
成
史
の

研
究
』
（
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
、
昭
和

⑪ ⑲ R
 

九

宮
本
又
次

「
永
瀕
七
郎
右
衛
門
と
漆
屋
仁
右
衛
門
」
（
『
大
阪
商

人
ー
続
大
阪
町
人
ー
』
弘
文
堂
ア
テ
ネ
新
書
、
昭
和
――-
+
―――年
）

「
年
々
諸
用
留
」
四
番

翌
延
宝
元
年
に

上
槙
町
の
中

「
名
泉
院
親
類
書
」（
『
泉
屋
叢
考
』

第
六
輯
附
録
、
昭
和
三
十
年
）



近
世
住
友
金
融
概
史

橋
店
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
あ
っ
た
。

こ
の
店
は
の
ち
拡
張
し
、
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
に
休
店
し
て
家
屋
敷
も
売
却
す
る

こ
の
よ
う
に
江
戸
に
出
店
が
あ
り
、

ま
た
大
坂
と
の
間
で
商
品
や
資
金
の
授
受
を
恒
常
的
に
行
な
っ
て
い
た
た

め
に
、
延
宝
五
年
、
同
業
の
大
坂
屋
と
共
同
で
、

足
尾
五
ヶ
一
銅
の
為
替
方
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

寛
文
中
期
か
ら
幕
府
の
御
用
銅
山
で
あ
る
足
尾
銅
山
が
栄
え
て
、
御
用
残
り
の
余
銅
が
増
え
た
の
で
、

輸
出
を
請
け
負
い
た
い
と
幕
府
へ
出
願
す
る
も
の
が
出
て
き
た
た
め
、
従
来
の
銅
屋
が
対
抗
上
こ
れ
を
請
け
負
っ

足
尾
銅
を
、

て
輸
出
し
た
が
、
請
負
の
条
件
に
無
理
が
あ
り
、
結
局
延
宝
四
年
か
ら
、
輸
出
銅
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
量
の

④
 

足
尾
山
師
が
輸
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
足
尾
五
ケ
一
銅
と
い
う
。
そ
の
代
金
は
初
年
度
は

長
崎
か
ら
江
戸
へ
現
送
さ
れ
た
が
、
輸
送
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
為
替
送
金
す
る
こ
と
に
な
り
、
銅
商
の
う
ち

か
ら
、
江
戸
と
長
崎
の
両
地
に
出
店
を
も
つ
泉
屋
と
大
坂
屋
が
、
為
替
方
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
仕

⑤
 

法
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

於
長
崎
御
銅
賣
代
金
御
江
戸
為
替
覺

一
足
尾
山
御
綽
銅
長
崎
に
被
遣
‘
唐
人
・
阿
蘭
陀
に
御
賣
彿
候
役
人
之
方
ふ
、
泉
屋
長
十
郎
（
長
崎
出
店
支

配
人
）
・
大
坂
屋
小
左
衛
門
為
替
仕
り
、
請
取
申
金
高
程
、
無
相
違
以
上
―
―
一
度
二
於
御
江
戸
上
納
可
仕
定

ま
で
、

1
0
 

こ
れ
の



一
御
賣
出
シ
金
何
程
御
座
候
共
、

但
同
極
月
迄
、

右
之
通
為
替
利
足
相
渡
シ
可
申
定
、
於
長
崎
泉
屋
長
十
郎
・
大
坂
屋
小
左
衛
門
雨
人
方
へ
、

役
人
二
被
指
置
候
仁
汐
右
金
請
取
申
義
ハ
‘

九
月
汐
利
足
定
之
通
出
シ
可
申
候
‘

銅
代
金
ハ
‘

十
五
日
前
二
請
取
候
ハ
ヽ
、
其
月
汐
利
足
出
シ
可
申
候
、

翌
月
汐
致
勘
定
可
申
候
、
利
足
ハ
た
母
月
江
戸
二
而
貴
殿
へ
相
渡
シ
可
申
候
、
為
後
日
如
件

近
世
住
友
金
融
概
史

同
極
月
廿
五
日
切
二
上
納

千
雨
二
付
一
ヶ
月
二
七
雨
宛
ノ
利
足

阿
蘭
陀
へ
賣
銅
代
金
、

九
月
廿
日
過
請
取
申
分
ハ
‘

但
同
八
月
迄
、
千
雨
二
付
一
ヶ
月
二
六
雨
賦
歩
宛
ノ
利
足

一
半
分
ハ
同
九
月
十
五
日
切
二
上
納

但
翌
年
二
月
迄
、
千
雨
二
付
一
ヶ
月
二
六
雨
二
歩
宛
ノ
利
足

一
半
分
ハ
翌
年
ノ
―
―
一
月
中
二
上
納

内

御
元
金
之
分
ハ
雨
度
二
上
納
可
仕
候

一
御
元
直
段
金
小
判
壼
雨

二
付
、
御
綽
銅
拾
三
貫
五
百
目
替
之
定
、

此
積
り
ヲ
以
請
取
申
金
高
之
内
、

五
ヶ
一
御

阿
蘭
陀
出
舟
前
二
請
取
申
分
ハ
‘

十
月
汐
利
足
出
シ
可
申
候
、
唐
人
賣

十
五
日
過
而
御
渡
シ
候
ハ
、
‘



右
の
史
料
に
よ
る
と
、
御
元
金
の
半
分
は
翌
年
三
月
中
に
上
納
、

右
之
通
相
違
申
間
敷
候
、

宛
書
き
の
渡
邊
縛
左
衛
門
は
足
尾
山
師
で
、
江
戸
の
浅
草
足
尾
銅
山
会
所
詰
め
で
あ
っ
た
。
差
出
人
は
両
家
の

江
戸
店
の
支
配
人
で
あ
る
。
元
禄
に
は
い
る
と
足
尾
銅
の
産
出
は
減
少
し
、
輸
出
銅
の
五
分
の
一
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、

置
を
機
に
、

不
足
分
は
泉
屋
・
大
坂
屋
が
自
分
銅
を
も
っ
て
補
い
、
元
禄
十
四
年
(
-
七
0
1)
の
銅
座
設

R
 

五
ヶ
一
銅
は
廃
止
さ
れ
た
。

歩
の
利
息
、
残
り
半
分
は
翌
年
九
月
十
五
日
切
り
上
納
、

た
売
出
し
金
は
翌
年
十
二
月
二
十
五
日
切
り
上
納
、

渡
邊
博
左
衛
門
殿

江
戸
舟
町

渡
邊
博
左
衛
門
殿

延
賓
五
年

巳
八
月
廿
三
日

近
世
住
友
金
融
概
史

以
上

八
月
ま
で
同
じ
く
六
両
二
歩
の
利
息
、
御
元
金
を
越
え

十
二
月
ま
で
一
、

0
0
0両
に
つ
ぎ
月
七
両
ず
つ
の
利
息
を

二
月
ま
で
一
、

0
0
0両
に
つ
き
月
六
両

泉

屋

吉

左

衛

門

大
坂
屋
久
左
衛
門

同
所
淡
路
町
泉
屋
吉
左
衛
門
代

三
右
衛
門

大
坂
炭
屋
町
大
坂
屋
久
左
衛
門
代

仁
右
衛
門



ま
た
九
月
二
十
日
す
ぎ
に
受
け
取
っ
た
分
は
十
月
か
ら
利
息
を
出
す
こ
と
、
唐
人
へ
の
売
銅
代
金
は
、

に
受
け
取
っ
た
分
は
そ
の
月
か
ら
、

当
年
の
銅
代
金
の
見
込
み
は
約
一
万
両
で
、

二
0
0両
）
か
ら
差
出
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
銅
代
金
を
少
な
く
と
も
半
年
以
上
、

こ
の
よ
う
に
多
額
の
資
金
を
運
用
し
て
は
い
た
が
、
住
友
の
中
橋
店
の
営
業
は
や
は
り
銅
が
中
心
で
、
金
融
業

と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
、

1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

近
世
住
友
金
融
概
史

当
時
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

「
長
堀
五
ヶ
一
吹
か
へ
」
と
い
う
の
は
、

十
五
日
を
す
ぎ
て
渡
さ
れ
た
分
は
翌
月
か
ら
、
利
息
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

お
そ
ら
く
無
料
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
家
質
を
、

足
尾
五
ヶ
一
銅
の
再
精
錬
を
大

十
五
日
前

泉
屋
（
八
、
八

0
0両
）
と
大
坂
屋
（
二
、

比
較
的
低
利
で
預
か
る
こ
と

行
な
っ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
貞
享
三
年
正
月
か
ら
七
月
の
江
戸
店
の
収
支
は
、
第

こ
の
表
で
「
店
売
」
と
い
う
の
は
、
銅
を
主
と
し
て
鉛
・
錫
・
真
鍮
そ
の
他
の
金
物
類

の
販
売
に
よ
る
利
益
で
あ
る
。

「
浅
草
吹
か
へ
徳
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
浅
草
諏
訪
町
の
吹
屋
（
精
錬
所
）
が

坂
の
長
堀
吹
所
で
行
な
っ
た
も
の
で
、

そ
の
徳
分
が
江
戸
中
橋
店
の
う
ち
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
る
。
為
替
手
数
料
に
つ
い
て
は
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

の
始
期
も
定
め
ら
れ
て
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
ヘ
の
売
銅
代
金
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
出
船
前
に
受
取
っ
た
分
は
九
月
か
ら
、

付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
月
六
両
二
歩
は
年
利
七
・
八
％
、

七
両
は
同
じ
く
八
•
四
％
と
な
る

。

ま
た
利
付



中
橋
店
が
両
替
業
に
乗
り
出
す
の
は
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
か
ら
で
、

と
に
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
述
べ
る
こ

山
・
銅
貿
易
を
め
ぐ
る
訴
願
な
ど
の
足
場
と
し
て
の
役
割
を
別
に
す
る
と
、

見
る
べ
ぎ
ほ
ど
の
も
の
は
な
か
っ
た
。

開
し
た
。

第 1表 江戸店の収支

〈収

（貞享 3 年正月 ~7 月）

益〉

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
再

⑦
 

し
か
し
そ
の
業
務
は
、
江
戸
に
あ
る
掛
屋
敷
の
管
理
と
小
規
模
な
金
融
（
お
そ
ら
く
縁
故
貸
）
で
あ
り
、
銅

店売

浅草吹かへ徳

家賃（上槙町 ・長谷川町）

長堀五ケー吹かへ

3

1

3

 

8

6

9

7

 

．
．
．
 
，
 

匁

5

5

8

4

 

5

1

4

1

 

8

0

5

6

 

貫

'

,

'

6

1

3

 

計 12, 035. 07 

＜費 用〉

上槙町世帯方

七右衛門遣

2,617.2 

716. 5 5 

計 3, 333. 7 5 

も
再
開
の
方
向
に
向
か
い
、

出典）

（
一
七
四
六
）
、
浅
草
米
店
を
創
設
し
た
の
を
機
に
、
中
橋
店

「銀出入帳」

二
年
（
一
七
二
七
）
か
ら
中
絶
状
態
と
な
っ
た
。
延
享
一
＝
年

中
橋
店
自
体
の
事
業
は
む
し
ろ
縮
小
し
て
い
ぎ
、
享
保
十

橋
店
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し

多
く
な
り
、
幕
府
へ
の
出
願

・
陳
情
の
足
場
と
し
て
の
中

か
ら
銅
貿
易
を
め
ぐ
っ
て
、
銅
屋
か
ら
幕
府
へ
の
出
願
も

-
）
か
ら
別
子
銅
山
と
次
々
に
手
が
け
、

近
世
住
友
金
融
概
史

し
て
お
り
、

同
一
―
―
年
か
ら
幸
生
銅
山
、

ま
た
こ
の
こ
ろ

尤
禄
四
年
(
-
六
九

住
友
は
天
和
元
年
(
-
六
八
一
）
か
ら
吉
岡
銅
山
を
稼
行

一
四



ニ
四
）
に
札
差
仲
間
を
結
成
し
、

④ R
 

② ① 
註

曰

札

差

業

の

開

始

叢
考
』
第
拾
壱
輯
、
昭
和
―
―
―
十
四
年
）

「
年
々
諸
用
留
」
八
番

輯
、
昭
和
三
十
二

年）

1
0九
名
の
株
数
が
定
め
ら
れ
た
。

一
五

住
友
は
こ
の
仲
間
に
加
入
し
て
、

札
差
業

こ
れ
を
担
保
と
し
て
金
融
を
行

「
近
世
前
期
に
於
け
る
銅
貿
易
と
住
友
」
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
九

近
世
中
期
の
金
融
業

近
世
住
友
金
融
概
史

友
の
店
員
に
つ
い
て
」
（
同
上
第
六
号
、
昭
和
五
十
六
年
）

⑦
 

「
丑
年
長
崎
二
而

買
物
帳
」
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
七
輯
附
録

「
銅
異
國
賣
覚
帳
」
、

九
六
号
、
昭
和
四
十
八
年
）

R
 小
葉
田
淳
「
近
世
足
尾
銅
山
史
の
研
究
」
（
『
日
本
歴
史
』
第

「
別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業
」
（
『
泉
屋

R
 「
年
々
帳
」
無
番
、
「
銅
異
國
喪
覚
帳
L

報
』
第
三
号
、

今
井
典
子
「
近
世
住
友
の
決
算
簿
に
つ
い
て
」
（
『
住
友
修
史
室

昭
和
五
十
四
年
）
、

同
「
宝
暦

・
明
和
期
の
住

札
差
は
旗
本
・
御
家
人
の
扶
持
米
の
管
理
・
販
売
を
委
託
さ
れ
る
と
と
も
に
、

な
う
江
戸
の
金
融
業
者
で
あ
っ
て
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
事
実
上
の
札
差
業
が
成
立
し
て
い
た
。
享
保
九
年
(
-
七



近
世
住
友
金
融
概
史

を
営
ん
だ
。

延
享
―
―
一
年
（
一
七
四
六
）
に
、
浅
草
米
店
と
い
う
住
友
出
店
の
札
差
店
が
創
設
さ
れ
、

六
二
）
に
は
泉
屋
茂
右
衛
門
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
泉
屋
九
兵
衛
の
二
別
家
が
、

譲
り
受
け
て
開
業
し
た
。
も
っ
と
も
札
差
仲
間
に
は
、
株
の
譲
渡
に
つ
い
て
厳
重
な
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の

で
、
米
店
は
当
初
伊
賀
屋
善
兵
衛
名
義
で
開
業
し
、

の
規
定
上
、

宝
暦
五
年
に
な
っ
て
泉
屋
甚
左
衛
門
名
義
に
改
め
た
。
仲
間

表
向
ぎ
上
方
の
出
店
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
代
々
の
支
配
人
が
甚
左
衛
門
を
襲
名
し
た
。
こ
の

米
店
の
設
立
は
、
当
主
五
代
友
昌
の
弟
友
俊
が
、
江
戸
に
出
向
い
て
差
配
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
友
俊
は
寛
延
一
―
―

友
昌
の
委
任
を
受
け
て
本
家
の
家
政
を
主
宰
し
、
家
政
改
革
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
が
、

米
店
の
設
立
は
そ
れ
よ
り
少
し
早
く
、
家
政
改
革
の
先
駆
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
友
俊
の
行
な
っ

泉
屋
の
札
差
店
は
田
沼
時
代
に
は
順
調
に
発
展
し
、

さ
ら
に
宝
暦
十
二
年
(
-
七

そ
れ
ぞ
れ
札
差
の
株
を

と
く
に
米
店
は
業
界
の
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
成
長

し
た
。
そ
こ
で
別
家
の
札
差
店
を
次
々
と
出
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。
別
家
の
泉
屋
茂
右
衛
門
店
は
米
店
の

支
配
人
を
勤
め
上
げ
て
退
職
し
た
茂
右
衛
門
が
開
業
し
た
店
で
あ
る
。

に
米
店
の
支
配
人
を
勤
め
た
九
兵
衛
が
、

た
家
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

年
（
一
七
五

0
)
に
は
‘

ま
た
泉
屋
九
兵
衛
店
は
、
茂
右
衛
門
の
跡

や
は
り
退
職
後
に
開
業
し
た
店
で
あ
る
。

一
六



及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
が
、

と
が
で
ぎ
ず
、
文
化
十
五
年
（
文
政
元
年
、

破
棄
さ
れ
た
。
米
店
の
棄
捐
額
は
二
万
八
、

0
0
0両
余
に
上
っ
た
。
棄
捐
令
は
札
差
全
体
に
大
ぎ
な
打
撃
を
与

え
、
泉
屋
で
も
、
米
店
は
や
が
て
経
営
の
回
復
に
成
功
し
、
泉
茂
も
持
ち
堪
え
た
が
、

札
差
業
が
経
営
回
復
の
途
上
に
あ
っ
た
文
化
二
年
に
、
中
橋
店
が
両
替
業
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
同
年
に
一
橋

家
の
掛
屋
と
な
り
、

れ
と
も
関
係
が
で
き
た
。
中
橋
店
の
活
動
は
、
米
店
を
は
じ
め
と
す
る
泉
屋
の
札
差
店
に
、

札
差
店
は
そ
の
後
、
天
保
十
四
年
(
-
八
四
三
）
の
札
差
貸
付
金
無
利
息
年
賦
返
済
令
に
よ
っ
て
、

近
世
住
友
金
融
概
史

し
か
し
、

で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
後
期
の
こ
と
に
属
し
、

泉
屋
の
札
差
業
の
発
展
に
と
っ
て
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
米
店
が
、
三
卿
の
う
ち
清
水
家
の
蔵
元
と
な
り
、

さ
ら
に
寛
政
一
一
年
(
-
七
九
O
)
に
、
清
水
家
御
下
ケ
金
（
猿
屋
町
会
所
を
通
じ
て
の
札
差
へ
の
貸
付
金
）
の
差
配
人
に
な

っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
清
水
家
蔵
元
は
、
家
臣
団
の
扶
持
米
の
管
理
・
処
分
な
ど
、
札
差
と
同
一
の
業
務

二
札
差
と
、
米
店
の
支
配
人
を
勤
め
て
退
職
し
た
泉
屋
平
右
衛
門
が
選
ば
れ
た
。

一
方
で
、
寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
同
元
年
に
棄
捐
令
が
発
布
さ
れ
、

一
八
一
八
）
に
閉
店
し
た
。

同
家
で
は
蔵
元
の
外
に
さ
ら
に
札
差
を
も
置
き
、

一
七

天
明
四
年
ま
で
の
貸
付
は

九
兵
衛
店
は
立
ち
直
る
こ

同
五
年
に
は
田
安
家
の
掛
屋
と
な
っ
た
の
で
、
米
店
の
清
水
家
と
合
わ
せ
て
、
三
卿
の
い
ず

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

の
ち
に
中
橋
店
に
関
し
て
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
も
や
大

こ
れ
に
は
泉
屋
か
ら
は
米
店
（
泉
甚
）
・
泉
茂
の



① 
註

（二）

き
な
打
撃
を
蒙
り
、

泉
茂
は
翌
十
五
（
弘
化
元
）
年
、
米
店
に
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
、

近
世
住
友
金
融
概
史

四
五
）
、
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。

②

住

友

の

札
差
業
に
つ
い
て
は
、

照
さ
れ
た
い
。

「は

じ
め
に
」

註
①
論
文
を
参

し
か
し
米
店
は
経
営
の
立
て
直
し
に
成
功
し
、
嘉
永
六
年
(
-
八
五
―
―
-
)
に
は
、
江

戸
古
銅
吹
所
の
掛
屋
を
引
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
寛
政
八
年
に
設
立
さ
れ
た
古
銅
吹
所
の
金
銀
銭
は
、
吹
所
を

請
け
負
っ
た
大
坂
の
銅
吹
屋
仲
間
が
預
か
り
、
掛
屋
の
役
割
を
勤
め
て
ぎ
た
が
、
嘉
永
六
年
に
住
友
の
浅
草
米
店

①
 

が
掛
屋
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
経
営
の
基
盤
が
消
滅
し
た
た
め
、

米
店
は
こ
の
よ
う
に
住
友
全
体
の
経
営
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
が
、

R
 

明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
閉
店
し
た
。

小
葉
田
淳

「
江
戸
古
銅
吹
所
に
つ
い
て
」

（
『
日
本
経
済
史
の
研

究
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十

三
年）

大
坂

に
お
け
る
分
家

の
両
替
業

近
世
中
期
に
な
る
と
、．
五
代
友
昌
の
弟
友
俊
が
豊
後
町
に
分
家
し
て
両
替
業
を
営
み
、

明
治
維
新
に

十
人
両
替
に
も
選
ば
れ
．

た
。
ま
た
友
俊
は
友
昌
の
依
頼
に
よ
っ
て
本
家
の
家
政
を
執
り
、
家
政
改
革
を
行
な
っ
た
。

友
俊
は
享
保
三
年
(
-
七
一
八
）
に
生
ま
れ
、
幼
名
は
大
之
助
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
権
左
衛
門
と
改
め
、

泉
乎
は
弘
化
二
年
(
-
八

~
 

八



寛
保
一
一
一
年
（
一
七
四
一
―
―
)
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
入
江
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
、
隠
居
し
て
育
斎
と
改
め
、
寛
政
十
一
年
(
-
七

八
二
歳
で
没
し
た
。

一
銀
壼
万
枚

一
豊
後
町
居
宅
壼
ヶ
所

一
高
間
町
掛
屋
敷
壼
ヶ
所

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
友
俊
は
、

R
 

の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
す
で
に
両
替
業
を
営
ん
で
い
た
。

度
家
産
の
分
与
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
先
祖
伝
来
の
淡
路
町
掛
屋
敷
と
、

R
 

、こ。

て
し

t
一
銀
五
百
九
拾
壼
貫
百
八
拾
七
匁
五
分

右
者
伊
豫
國
松
山
松
平
隠
岐
守
様
へ
出
銀
二
而
、

近
世
住
友
金
融
概
史

立
川
銅
山
請
負
証
人
と
し
て
の
身
元
改
め
で
、

一
伏
見
町
（
呉
服
町
）
掛
屋
敷
壼
ヶ
所

九
九
）
、

一
九

両
替
商
で
身
上
丈
夫
の
も

と
こ
ろ
が
実
際
は
家
業
不
振
で
、

去
ル
己
巳
年
（
寛
延
二
年
）
十
二
月
差
引
残
り
銀
高
、

①
 

友
俊
は
分
家
に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
家
産
を
分
与
さ
れ
た
。

二
六
歳
の
と
ぎ
分
家
し
て
豊
後
町
に
住
み
、

翌
三
年
に
再

次
の
よ
う
な
出
銀
証
文
と
か
ら
成
っ

翌
延
享
元
年
、
理
兵
衛
と
改
め
た
。

ま
た



友
家
に
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

の
資
産
な
の
で
あ
る
が
、

理
兵
衛
名
義
な
の
で
あ
る
。

一
銀
賦
百
六
拾
貫
賦
百
五
拾
七
匁
五
分

近
世
住
友
金
融
概
史

一
銀
三
百
廿
七
貫
百
八
拾
七
匁
五
分

右
者
同
図
太
守
様
へ
出
銀
二
而
、

一
銀
爪
百
拾
貫
目

右
者
同
國
太
守
様
へ
出
銀
二
而
去
ル
己
巳
年
十
二
月
差
引
残
高
、

右
者
丹
州
笹
山
青
山
因
幡
守
様
へ
出
銀
二
而
、

合
銀
高
千
三
百
八
拾
八
貫
六
百
三
拾
戴
匁
五
分

（
マ
マ
）

但
證
文
拾
通

こ
の
よ
う
に
、
松
山
藩
・
篠
山
藩
へ
の
出
銀
証
文
高
一
、
三

0
0貫
目
余
と
い
う
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

い
で
な
が
ら
右
の
う
ち
五

0
0貫
目
余
の
証
文
上
の
銀
主
は
理
兵
衛
に
な
っ
て
い
る
。
譲
渡
前
は
も
ち
ろ
ん
本
家

同
時
に
、

去
ル
己
巳
年
十
二
月
差
引
残
り
銀
高
、

理
兵
衛
宛
證
文
壼
通

理
兵
衛
宛
證
文
壼
通

去
ル
己
巳
年
十
二
月
差
引
残
銀
高
證
文
壷
通

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
本
分
家
の
広
い
意
味
で
の
一
体
性
が
現
れ
て
い
る
と

具
体
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
の
わ
か
り
に
く
さ
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

自
分
名
前
（
泉
屋
吉
左
衛
門
、
友
昌
）
宛
證
文
一
通

こ
の
よ
う
な
例
は
不
動
産
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、

二

0

ま
た
住 つ



そ
し
て
右
の
出
銀
は
、

用
理
兵
衛
名
前
を
以
引
請
、
為
相
勤
申
候
‘

宝
暦
十
一
年
に
米
価
引
立
て
の
た

と
こ
ろ
が
松
山
藩
へ
の
出
銀
証
文
が
ま
た
反
古
に
な
る
危
険
が
出
て
き
た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
月
、
藩

財
政
困
窮
の
た
め
勘
定
役
ら
が
出
坂
し
て
き
て
、
先
納
方
と
蔵
元
二
軒
へ
ぉ
断
り
を
言
い
渡
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
翌
年
十
二
月
に
本
家
か
ら
差
出
し
た
願
書
の
中
で
、
友
俊
分
家
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
な
。

寛
保
三
亥
年
、
豊
後
町
に
始
而
別
宅
為
致
候
得
共
、
私
方
相
績
不
仕
合
二
付
物
入
多
、

正
銀
を
以
家
督

相
譲
候
儀
難
仕
、
致
別
宅
候
計
二
而
、
為
指
家
業
も
無
御
座
候
二
付
、
御
屋
鋪
様
（
松
山
藩
）
御
蔵
元
御

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

店
を
出
し
、

近
世
住
友
金
融
概
史

（
中
略
）
畢
党
御
屋
鋪
様
御
用
計
家
督
二
仕
候

い
ろ
い
ろ
工
面
し
て
他
借
を
取
集
め
た
も
の
を
、
寛
延
三
年
に
理
兵
衛
へ
譲
っ
た
の
だ

か
ら
お
断
り
は
困
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
松
山
藩
と
の
関
係
は
、

山
藩
の
預
か
り
地
と
な
っ
て
か
ら
、

別
子
銅
山
の
所
在
す
る
幕
領
が
享
保
六
年
に
松

と
く
に
深
く
な
っ
た
。
当
時
本
家
も
友
俊
家
も
資
産
内
容
が
よ
く
な
か
っ
た

そ
の
―
つ
の
要
因
が
松
山
藩
へ
の
出
銀
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

友
俊
の
家
業
は
こ
れ
以
後
は
ま
ず
順
調
の
よ
う
で
、
恐
ら
く
宝
暦
中
期
ご
ろ
に
長
堀
平
右
衛
門
町
に
毛
（
木
）
綿

R
 

こ
の
店
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
、
鰻
谷
一
丁
目
に
移
転
し
た
。

そ
し
て
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
は
十
人
両
替
の
一
人
に
名

め
幕
府
が
大
坂
の
富
商
に
御
用
金
を
課
し
た
と
き
、
本
家
の
吉
左
衛
門
（
友
紀
）
、が
五
、

0
0
0両
で
あ
っ
た
の
に
、

R
 

利
（
理
）
兵
衛
は
一
万
五
、

0
0
0両
を
課
せ
ら
れ
た
。



川
銅
山
は
別
子
よ
り
数
十
年
早
く
稼
行
を
始
め
て
お
り
、

別
子
が
開
坑
す
る
と
間
も
な
く
元
禄
八
年
(
-
六
九
五
）

近
世
住
友
金
融
概
史

⑦
 

が
み
え
る
が
、
実
際
に
選
ば
れ
た
の
が
い
つ
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

友
俊
家
の
不
動
産
も
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
分
家
に
当
た
っ
て
分
与
さ
れ
た
の
は
、
豊
後
町
の
居
宅
と
呉

服
町
・
高
間
町
の
家
屋
敷
で
あ
り
、

そ
の
後
寛
延
三
年
に
淡
路
町
一
丁
目
の
家
屋
敷
を
譲
渡
さ
れ
た
が
、

年
の
所
有
家
屋
敷
は
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ど
に
も
友
俊
名
義
の
家
屋
敷
が
あ
っ
た
が
、

な
お
こ
の
外
に
長
堀
茂
左
衛
門
町
や
京
都
河
原
町
塗
師
屋
町
な

そ
れ
ら
は
実
質
は
本
家
の
所
有
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

友
俊
の
若
年
の
こ
ろ
の
住
友
家
は
、
家
業
の
不
振
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
情
況
を
正
確
に
叙
述
す
る
た
め
に

は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

藩
へ
の
出
銀
な
ど
が
、
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
友
俊
は
寛
保
三
年
に
二
六
歳
と
い
う
、

当
時
に
し
て
は
か
な
り
遅
い
年
齢
で
分
家
し
た
。
そ
の
三
年
後
の
延
享
三
年
に
、
江
戸
浅
草
に
米
店
（
札
差
店
）
を

創
設
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
三
年
後
の
寛
延
二
年
に
は
、

に
初
め
て
抜
合
い
、

そ
の
後
た
び
た
び
抜
合
い
問
題
が
生
じ
た
。
別
子
銅
山
は
地
中
深
く
な
る
と
鉱
脈
が
立
川
側

に
入
り
込
ん
で
お
り
、

ま
た
排
水
の
た
め
に
立
川
側
へ
切
り
抜
け
る
こ
と
は
、
当
時
の
出
銅
の
停
滞
を
打
開
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

明
和
六

別
子
銅
山
の
停
滞
、
銅
座
（
第
二
次
）
へ
の
出
銀
、
松
山

別
子
に
隣
接
す
る
立
川
銅
山
の
経
営
を
請
け
負
っ
た
。
立

立
川
銅
山
は
享
保
十
二
年
か
ら
大
坂
屋
が
稼
行
し
て
い
た
が
、
銅
山
の
疲
弊
に
家
計



第 2表 （明和 6年）

所 在

近
世
住
友
金
融
概
史

豊後町 南側居宅屋鋪

北側裏町居宅

西南角屋鋪

松屋町中屋鋪

北西角屋鋪

南側屋敷

北側屋鋪＊

浜納家

西北角屋鋪

東北角屋鋪

西北角屋鋪

同上続ぎ

高間町南側屋鋪

鰻谷壱丁目 浜側屋鋪

錦町二丁目 北側屋鋪

長堀平右衛門町
南浜側屋鋪

浜納家

京都粟田御境内堀池町
北側屋鋪

大沢町

淡路町

呉服町

友俊所有の家屋敷

間 口町役

. 1. 悶
1.5 

0. 5 

o. 5 

0. 5 

1 

15間半0尺4

15間半0尺4

5間1尺25

7問

8間

4間

4間2尺

7間1尺

7間0尺7

16間半2尺45

4間0尺6

3間5尺03

8問

6間

5間3尺5

10間

10間

50間4尺55

名 ‘’ 月lj

2

1

 

2

2

2

 

泉屋理兵衛

ヶ

泉屋博右衛門

泉屋理兵衛

泉屋大之助

泉屋博右衛門

泉屋理吉

泉屋理兵衛

It 

It 

It 

It 

ヶ

It 

泉屋大之助

泉屋久右衛門

12 近江屋宗右衛門

伊丹材木町

出典）明和 6年 4月「家屋鋪絵図」

別
子
・
立
川
の
併
合
が
名

人
に
立
ち
、
家
質
も
大
部

宝
暦
十
二
年
に
な
っ
て
、

実
と
も
に
実
現
す
る
と
、

分
友
俊
が
差
出
し
、
残
り

⑧
 

を
本
家
か
ら
差
出
し
た
。

を
立
て
た
が
、
友
俊
が
請

＊は追記分か

美
坂
杢
兵
衛
と
い
う
人
物

を
考
慮
し
て
、

て、

表
面
上
は

対
幕
府
な
ど
の
事
情

こ
れ
を
引
受
け
る
に
つ
い

入
れ
て
き
た
。
住
友
家
が

め、

住
友
家
へ
譲
渡
を
申

の
不
如
意
が
加
わ
っ
た
た



家
史
編
纂
上
こ
の
よ
う
な
事
件
は
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
り
、

家
の
手
代
数
人
が
追
放
な
ど
の
罰
を
蒙
っ
て
結
着
し
た
。

近
世
住
友
金
融
概
史

稼
行
の
一
体
化
、
水
抜
普
請
が
本
格
的
に
進
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
友
俊
に
よ
る
請
負
は
、

こ
の
よ
う
に
友
俊
は
、
住
友
家
の
家
業
振
興
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
が
、

の
五
代
友
昌
の
依
頼
を
受
け
て
、
本
家
の
家
政
を
執
る
こ
と
に
な
り
、
家
政
改
革
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
数
々
の

家
法
・
店
則
の
制
定
、
店
員
や
家
産
を
把
握
す
る
た
め
の
基
本
台
帳
の
整
備
、
本
店
の
決
算
簿
の
作
成
な
ど
の
抜

本
的
な
も
の
で
、
明
和
初
年
ご
ろ
ま
で
か
か
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
友
俊
は
漠
学
・
和
学
・
和
歌
・
神
道
に
造
詣
の

⑨
 

深
い
篤
学
の
人
で
、
そ
の
学
識
に
基
づ
く
手
腕
を
、
事
業
の
組
織
面
に
お
い
て
発
揮
し
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
改
革
中
に
友
昌
が
没
し
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
本
家
の
家
政
を
執
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

を
述
べ
る
こ
と
は
控
え
た
い
が
、

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

ひ
い
て
は
従
来
取
上
げ
る
こ
と
を
避
け
る
嫌
い

そ
の
前
段
階
と
し
て

さ
ら
に
寛
延
三
年
か
ら
、

兄

そ
の
子
六
代
友
紀
が
相
続
し
、
友
俊
が
分
家
の
主
人
で
あ
り
な
が
ら

双
方
の
手
代
間
に
確
執
が
生
じ
た
た
め
か
、
遂
に
内

紛
が
生
じ
て
、
明
和
七
年
か
ら
天
明
六
年
ま
で
十
数
年
間
も
大
坂
町
奉
行
所
の
審
理
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
本

が
あ
っ
た
た
め
、
今
日
で
は
こ
の
事
件
の
真
相
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
今
こ
こ
で
事
件
の
経
過

そ
の
後
本
家
と
友
俊
家
は
完
全
に
和
解
し
、
友
俊
の
子
友
直
（
理
兵
術
）
は
、

ニ
四

そ



⑥ 

『
大
阪
編
年
史
』
第
十
巻
（
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
、
昭
和
四
十

近
世
住
友
金
融
概
史

五
年
）

出）

R
今
井
典
子
「
宝
暦
・
明
和
期
の
住
友
の
店
員
に
つ
い
て
」

（前

R
④
 
「
年
々
諸
用
留
」
六
番

し
い
。
呉
服
町
は
伏
見
町
通
り
に
あ
る
。

①
R
 「
友
俊
様

一
件
控
」

な
お
伏
見
町
と
あ
る
の
は
呉
服
町
が
正

R
 

二
五

⑧
小
葉
田
淳
「
住
友
と
立
川
銅
山
」
（
『
泉
屋
叢
考
』
第
拾
七
輯
、

⑦
 

本
家
も
理
兵

関
山
直
太
郎
「
十
人
両
替
考
」
（
『
日
本
貨
幣
金
融
史
研
究
』
新

経
済
社
、
昭
和
十
八
年
）

昭
和
五
十
二
年
）

『
泉
屋
叢
考
』
第
七
輯
附
録
解
題

宮
本
又
次
「
住
友
の
家
訓
と
店
則
」

「
懐
徳
堂
と
明
誠
舎
と
住

友
」
（
『
上
方
の
研
究
』
第
五
巻
、
清
文
堂
、
昭
和
五
十
二
年
）

註 の
長
い
年
月
の
間
、
自
浄
作
用
の
も
と
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

衛
家
に
対
し
て
援
助
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
内
紛
は
当
事
者
に
深
刻
な
教
訓
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
後

の
子
友
善
（
理
十
郎
、
の
ち
理
兵
衛
）
の
相
続
に
つ
い
て
、

本
家
に
対
し
て
切
実
な
依
頼
を
し
て
お
り
、



こ。t
 

し、 た
か
ら
、

文
化
二
年
(
-
八

0
五）、

（ー）

四

近
世
住
友
金
融
概
史近

世
後
期
の
金
融
業

江
戸
に
お
け
る
両
替
業
の
開
始

上
槙
町
の
中
橋
店
で
、

前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
以
前
に
浅
草
米
店
で
、
三
卿
の
う
ち
清
水
家
の
蔵
元
と
御
下
ヶ
金
差
配
人
を
引
受
け
て
い

た
。

こ
の
蔵
元
は
札
差
同
様
の
業
務
で
あ
り
、
御
下
ヶ
金
も
猿
屋
町
会
所
を
通
じ
て
の
札
差
へ
の
貸
付
金
で
あ
っ

こ
れ
を
札
差
店
で
扱
う
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
、
米
店
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
掛
屋
業
務
は
、
札
差
業
務
と
は

一
応
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
れ
を
機
に
中
橋
店
に
お
い
て
両
替
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
、

米
店
は
札
差
仲
間
の
規
約
上
、

し
か
し

こ
れ
を
中
橋
店
で
扱
う
こ
と
に①

 

ま
ず
三
組
両
替
の
世
利
組
に
加
入
し
た
。

上
方
の
出
店
に
は
で
ぎ
な
い
の
で
泉
屋
甚
左
衛
門
名
義
で
あ

っ
た
が
、
中
橋
両
替

店
は
泉
屋
吉
次
郎
（
住
友
家
当
主
）
名
義
で
、

主
人
大
坂
住
宅
に
つ
き
店
預
り
人
と
し
て
支
配
人
が
こ
れ
に
当
た
っ

一
卿
の
う
ち
一
橋
家
の
掛
屋
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
六



こ
。

キ
ー

江
戸
に
お
い
て
は
本
両
替
以
外
の
も
の
を
脇
両
替
屋
と
い
い
、

た
。
三
組
両
替
屋
は
金
銀
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
に
神
田
組
・
三
田
組
・
世
利
組
が
あ
っ
た
。
番
組
両
替
屋
は
主
と
し
て
銭
の
売
買
を
な
す
も
の
で
あ
る

が
、
他
面
に
お
い
て
両
替
業
の
外
に
、
酒
・
油
・
紙
・
茶
な
ど
の
日
用
品
の
営
業
を
な
し
、

業
で
あ
る
の
か
、

す
る
か
た
わ
ら、

副
業
で
あ
る
の
か
は
一
律
に
い
え
な
い
。
銭
屋
は
む
し
ろ
紙
・
油
・
蝠
燭
な
ど
の
商
品
を
売
買

そ
の
売
溜
め
た
銭
を
他
に
売
買
す
る
の
が
本
来
の
目
的
で
あ

っ
た
。

一
歩
金
と
を
両
替
し
、

続
い
て
住
友
は
、
文
化
五
年
に
同
じ
く
三
卿
の
う
ち
の
田
安
家
の
掛
屋
を
も
、

本
両
替
は
寛
政
の
末
に
三
谷
一
―
―
九
郎
両
替
店
の
休
業
に
よ
っ
て
、
三
井
次
郎
右
衛
門
だ
け
と
な
り
、
三
井
か
ら
増

員
の
願
い
出
が
あ
っ
て
、
文
化
五
年
十
二
月
、
幕
府
は
竹
原
文
右
衛
門
・
播
磨
屋
新
右
衛
門
・
升
屋
源
四
郎
・
殿

R
 

村
佐
五
平
・
泉
屋
吉
次
郎
の
五
人
に
、
本
両
替
加
入
を
命
じ
た
。
こ
う
し
て
本
両
替
仲
間
は
六
人
と
な
る
。
泉
屋

吉
次
郎
が
本
両
替
に
選
ば
れ
た
の
は
、
大
坂
の
富
商
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

江
戸
出
店
の
金
融
業
務
の
実
績
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
本
両
替
は
金
銀
を
取
扱
い
、
概
し
て
規
模
が

近
世
住
友
金
融
概
史

大
き
く
信
用
も
高
い
両
替
商
で
、

こ
の
仲
間
で
幕
府
の
公
用
を
も
勤
め
る
も
の
で
あ
る
。

銭
の

両
替
を
も
取
扱
い
、

二
七

そ
の
業
務
は
諸
御
用
金

そ
れ
に
三
組
両
替
屋
と
番
組
両
替
屋
と
が
あ
っ

そ
れ
ら
の
兼
業
は
本

と
こ
ろ
が
銭
と
小
玉
銀
・

金
銀
を
も
か
た
わ
ら
取
扱
う
「
小
両
替
屋
」
が
出
来
て
、
三
組
両
替
屋
と
な
っ
た
ら
し
い
。

中
橋
店
で
引
受
け
た
。
江
戸
の

そ
れ
ま
で
の
泉
屋

一
般
の
商
業
及
び
金
融
業
を
も
営
ん
で
い



吹
の
小
判
と
一
分
判
の
引
替
え
が
始
ま
っ
た
。

友
は
中
橋
店
で
も
、

近
世
住
友
金
融
概
史

の
包
立
て
、

ま
た
大
坂
に
お
い
て
も
、

上
納
金
取
立
て
の
節
の
「
金
見
」

つ
ま
り
金
銀
の
鑑
定
、
金
相
場
及
び
銭
相
場
の
書
上
げ
、
新
古
金

泉
屋
中
橋
店
は
文
化
五
年
に
こ
の
本
両
替
に
加
わ
り
、
同
八
年
に
一
旦
退
い
た
が
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）
に

再
加
入
し
、
嘉
永
二
年
(
-八
四
九
）
に
中
橋
店
が
休
店
す
る
ま
で
加
わ
っ
て
い
た
。
本
両
替
仲
間
の
各
店
の
店
員

数
の
推
移
を
見
る
と
、
文
政
末
期
に
は
泉
屋
は
一
―

1
0人
を
超
え
て
、
人
数
の
面
か
ら
い
っ
て
播
磨
屋
に
次
ぎ
、
三

R
 

井
・
竹
原
を
上
回
る
多
人
数
で
あ
る
。
文
政
期
か
ら
天
保
前
半
の
こ
ろ
ま
で
は
、
泉
屋
両
替
店
は
活
発
に
営
業
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

。

中
橋
店
で
は
一
橋
•
田
安
両
家
の
外
に
も
諸
大
名
や
代
官
の
掛
屋
を
勤
め
た
。

文
政
以
降
幕
府
は
金
銀
貨
幣
の
改
鋳
を
さ
か
ん
に
行
な
い
、

そ
の
引
替
え
を
有
力
な
両
替
商
に
命
じ
た
が
、
住

④
 

こ
の
引
替
所
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
ず
文
政
元
年
五
月
、
泉
屋
吉
次

郎
は
他
の
本
両
替
仲
間
五
軒
お
よ
び
三
谷
氏
と
と
も
に
、
瑕
金
の
引
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
、
続
い
て
九
月
か
ら
、
新

中
橋
店
は
こ
の
よ
う
に
有
力
な
両
替
商
と
し
て
金
融
業
を
営
ん
だ
の
で
は
あ
る
が
、
案
外
早
く
経
営
は
行
詰
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
実
態
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
天
保
六
年
(
-
八
三
五
）
に
行
わ
れ
た
調
査
に

よ
る
と
、

そ
の
年
は
金
一
、

0
0
0両
余
の
利
益
が
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
収
益
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る

銀
の
引
替
え
、
御
用
金
の
預
り
な
ど
で
あ
っ
た
。

ニ
八



安
家
の
掛
屋
は
浅
草
米
店
が
引
受
け
た
。

中
で
業
績
の
よ
か
っ
た
浅
草
米
店
も
大
打
撃
を
蒙
っ
た
。

⑤
 

浅
草
米
店
か
ら
の
入
金
二
、

0
0
0両
を
差
引
く
と
、
店
限
り
で
は
欠
損
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
九

つ
い
に
嘉
永
二
年
に
な
っ
て
、
大
坂
で
引
受
け
て
い
た

当
時
住
友
家
の
経
営
は
別
子
銅
山
の
不
振
の
た
め
に
非
常
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
資
金
の
不
足
に
苦
し
み
、

倹
約
や
借
入
れ
に
努
め
た
上
に
天
保
十
四
年
に
は
、

⑥
 

行
な
っ
て
い
る
。

近
世
住
友
金
融
概
史

そ
れ
ま
で
の
融
通
先
の
大
名
九
家
に
対
し
て
返
金
の
歎
願
も

こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
天
保
改
革
の
影
響
を
受
け
て
、

そ
れ
ま
で
住
友
の
事
業
の

銅
座
掛
屋
の
預
か
り
銀
の
返
済
に
行
ぎ
詰
ま
り
、
家
産
の
大
処
分
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
不
振
の
中
橋

店
は
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
両
替
仲
間
か
ら
退
ぎ
、
中
橋
店
の
家
屋
敷
（
店
舗
）
と
一
橋
家
掛
屋
御
用
を
、

⑦

⑥

 

北
新
堀
町
の
渡
邊
屋
熊
次
郎
に
譲
渡
し
た
。
渡
邊
屋
は
廻
船
問
屋
で
、
塩
や
海
産
物
を
も
扱
っ
て
い
た
。
ま
た
田

こ
う
し
て
中
橋
両
替
店
は
休
業
し
た
が
、
ま
も
な
く
数
町
離
れ
た
正
木
町
に
地
借
の
店
を
出
し
て
、
三
組
両
替

R
 

の
神
田
組
に
属
す
る
両
替
商
と
し
て
復
活
し
、
安
政
四
年

(-
八
五
七
）
に
は
、
も
と
の
上
槙
町
か
ら
一
町
お
い
て

⑩

⑪

 

南
の
南
横
町
に
移
っ
た
。

こ
の
間
も
金
銀
引
替
御
用
は
引
続
き
勤
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

文
久
元
年
(
-
八
六

⑬
 

一
）
に
は
田
安
家
掛
屋
を
再
び
引
受
け
、
慶
応
二
年
(
-
八
六
六
）
に
は
南
櫃
町
の
店
舗
を
買
取
っ
て
家
持
に
な
っ

⑬
 

た
。
し
か
し
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
に
は
、
浅
草
米
店
と
と
も
に
閉
店
し
た
。



友
直
は
徳
井
町
に
住
み
、

入
江
友
俊
の
創
始
し
た
豊
後
町
の
分
家
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

子
友
直
が
相
続
し
て
理
兵
衛
を
称
し
た
。

に
豊
後
町
の
居
宅
・
店
舗
と
主
要
な
家
業
を
本
家
に
譲
渡
し
て
、
徳
井
町
の
理
十
郎
（
友
直
の
子
友
善
）
方
へ
同
居
し

た
。
本
家
で
は
当
主
九
代
友
聞
の
二
男
の
甚
次
郎
（
友
菩
）
名
義
で
家
屋
敷
を
買
入
れ
、

分
家
さ
せ
た
。

(.::::) 近
世
住
友
金
融
概
史

『
両
替
年
代
記
』

『
両
替
年
代
記
関
鍵
』
資
料
篇

「
金
銀
請
払
勘
定
帳
」

「
年

々
諸
用
留
」
十
四
番

「
年

々
諸
用
留
」

十
五
番

豊
後
町
店
に
お
け
る
金
融
業

こ
の
間
文
政
四
年
(
-
八
ニ

―
)
に
は
、
豊
後
町

号
、
一
九
七
二
年
）
及
び
財
団
法
人
三
井
文
庫
閲
覧
室
の
御
教

示

に
よ
る
。

「
年
々
諸
用
留
」
十

五
番

に
友
俊
が
隠
居
し
て
育
斎
と
改
め
、

と
こ
ろ
が
家
業
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
文
化
十
年
(
-
八
―
―
―
-
）

同
時
に
甚
次
郎
（
四
歳
）
を

①
 

ま
た
友
直
の
家
業
で
あ
っ
た
松
山
藩
の
掛
屋
と
徳
島
藩
の
館
入
の
名
義
も
甚
次
郎
に
し
た
。

天
保
四
年
(
-
八三一
―-
）
に
没
し
た
。

⑥

田
中
康
雄
「
江
戸
商
人
名
前

一
覧
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
六

⑦ 

⑬ 

R
 

⑪ 

⑤
 

R
R
 

①
②
④
 

註

「
年
々
諸
用
留
」
十

六
番

⑩
⑫
 

1
0
 

そ
の

小
葉
田
淳
『
日
本
の
貨
幣
』
（
至
文
堂
、
昭
和
三
十
三
年）



歳
の
甚
次
郎
は
ま
だ
名
義
だ
け
の
店
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
は
ご
く
小
規
模
で
あ
っ
た
の
を
、

の
家
屋
敷
の
う
ち
、
先
に
甚
次
郎
に
譲
渡
し
た
居
宅
・
店
舗
以
外
の
掛
屋
敷
の
部
分
を
す
べ
て
甚
次
郎
に
譲
渡
し

R
 

泉
屋
利
十
郎
」
が
見
え
る
。
友
直
は

徳
井
町
に
移
っ
た
と
き
か
ら
隠
居
し
て
、
友
善
（
理
十
郎
）
が
家
業
の
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

は
両
替
商
と
し
て
有
力
な
存
在
で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
す
で
に
名
誉
職
に
化
し
て

い
た
十
人
両
替
の
地
位
に
留
ま
っ
て
い
た
。
理
十
郎
は
そ
の
後
、
豊
後
町
、
北
久
太
郎
町
一
丁
目
、
天
満
砂
原
屋

敷
と
住
所
を
変
え
、
天
保
十
四
年
、
通
称
を
理
兵
衛
に
改
め
た
。

豊
後
町
に
分
家
し
た
甚
次
郎
は
、

と
こ
ろ
が
翌
二
年
に
、
銅
座
掛
屋
業
務
を
三
井
組
と
共
同
で
引
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
住
友
で
は
こ
れ
を
豊
後

町
泉
屋
甚
次
郎
方
で
勤
め
た
い
と
願
い
出
た
が
、
当
主
の
吉
次
郎
名
前
で
な
く
て
は
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、
豊
後

近
世
住
友
金
融
概
史

が
見
え
る
。

こ
の
と
き
本
家
の
金
融
部
門
を
担
当
す
る
出
店
を
出
し
た
も
の
で
、
当
時
九

四
歳
で
新
し
く
分
家
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
名
義
上
は
と
も
か
く
も
、
家
業

の
実
質
は
本
家
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
政
元
年
に
、

（
藩
）
の
掛
屋
業
務
を
豊
後
町
に
移
し
て
開
店
し
て
い
る
か
ら
、

た
。
文
政
十
一
年
版
の
「
大
阪
雨
替
屋
所
附
L

に
は
、

ま
た
理
十
郎

そ
れ
ま
で
本
家
で
取
扱
っ
て
い
た
諸
屋
敷

そ
れ
ま
で
豊
後
町
の
店
舗
は
閉
め
た
ま
ま
、

「
徳
井
町

十
人

あ
る

「
大
阪
雨
替
手
形
便
覧
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前



近
世
住
友
金
融
概
史

R
 

町
店
を
南
北
に
二
分
し
て
、
北
半
（
思
案
橋
筋
南
側
）
に
吉
次
郎
出
店
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
豊
後
町
に

翌
文
政
三
年
に
、

上
方
筋
の
金
銀
引
替
業
務
が
三
井
組
・
十
人
組
と
住
友
に
命
ぜ
ら
れ
、
住
友
で
は
「
豊
後
町

住
友
吉
次
郎
雨
替
店
」
が
引
替
所
に
指
定
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
「
雨
替
手
形
便
覧
」
に
は
、

の
う
ち
に
は
見
え
ず
、

住
友
本
家
は
両
替
商

④
 

「
雨
替
仲
間
之
外
、
手
形
廻
り
候
」
商
家
と
し
て
、
本
家
当
主
名
前
が
見
え
る
。

⑤
 

豊
後
町
吉
次
郎
出
店
の
最
も
重
要
な
業
務
は
銅
座
掛
屋
御
用
で
あ
ろ
う
。
銅
座
は
輸
出
用
の
銅
を
確
保
す
る
こ

と
を
主
眼
に
銅
の
生
産
・
流
通
を
統
制
す
る
機
関
で
、

化
ご
ろ
に
は
会
所
財
政
が
苦
し
く
、

そ
の
財
政
は
長
崎
会
所
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
文

ま
た
銅
の
生
産
奨
励
策
が
効
を
奏
し
て
荒
銅
の
産
出
が
一
時
急
増
し
た
た
め
、

文
政
初
年
に
は
銅
座
の
財
政
が
逼
迫
し
た
。

そ
こ
で
有
力
な
商
人
を
登
用
し
て
資
金
融
通
の
便
を
図
ろ
う
と
し
て
、

文
政
二
年
、
三
井
組
と
住
友
に
銅
座
掛
屋
御
用
を
申
付
け
た
。

銅
座
は
諸
山
の
荒
銅
を
買
上
げ
て
銅
吹
屋
に
精
錬
さ
せ
、

そ
れ
を
長
崎
か
ら
輸
出
し
、

げ
る
。
銅
座
掛
屋
は
そ
れ
に
伴
う
金
銀
の
出
納
・
両
替
や
為
替
、

ま
た
地
売
用
に
払
い
下

さ
ら
に
先
納
な
ど
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、

そ

れ
ば
か
り
で
な
く
長
崎
会
所
や
俵
物
会
所
の
送
金
な
ど
に
も
か
か
わ
る
業
務
も
含
ま
れ
て
い
た
。
三
井
は
呉
服
店

が
輸
入
貿
易
を
行
な
っ
て
い
た
関
係
か
ら
、
文
化
期
に
「
大
坂
銅
座
御
役
所
松
前
御
仕
送
金
上
納
御
用
」
や
銅
座

住
友
吉
次
郎
出
店
と
泉
屋
甚
次
郎
店
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



へ
の
先
納
貸
し
の
御
用
な
ど
、
銅
座
掛
屋
の
先
縦
と
い
え
る
業
務
を
引
受
け
て
い
た
。
住
友
は
主
た
る
家
業
で
あ

る
銅
を
通
じ
て
、
銅
座
と
は
古
く
か
ら
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
二
家
が
選
ば
れ
た
の
は
き
わ

め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
住
友
は
そ
の
後
ま
も
な
く
、
前
節
で
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、

り
に
苦
慮
す
る
よ
う
に
な
り
、
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
に
は
豊
後
町
出
店
を
閉
店
し
て
、
銅
座
掛
屋
業
務
や
金
銀

引
替
業
務
を
長
堀
の
本
店
で
行
な
う
こ
と
に
し
た
が
、

艮
二
、

合
り

別
子
銅
山
の
不
振
の
た
め
に
資
金
繰

と
う
と
う
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
に
な
っ
て
、
銅
座
預
か

五

0
0貫
目
余
の
返
済
猶
予
を
願
い
出
た
。
そ
し
て
家
産
の
大
処
分
に
と
り
か
か
り
、
江
戸
中
橋
店
を

閉
店
し
、
大
坂
で
も
家
屋
敷
を
多
数
売
却
す
る
な
ど
し
て
、

高
麗
橋
三
丁
目
の
借
屋
に
形
ば
か
り
の
店
を
出
し
、

同
四
年
に
は
二
、

五

0
0貫
目
の
う
ち
一
、

0
0五

貫
目
だ
け
手
当
が
で
き
た
。
銅
座
掛
屋
業
務
は
三
井
組
に
一
時
委
託
す
る
こ
と
に
し
て
、
三
井
両
替
店
と
同
町
の

ま
も
な
く
二
丁
目
に
移
り
、
安
政
二
年
に
引
払
っ
て
、

幕
末
、
開
港
に
伴
っ
て
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
に
俵
物
貿
易
が
自
由
化
さ
れ
、
従
来
の
俵
物
役
所
が
改
変
さ
れ
、

産
物
所
を
吸
収
し
て
、
長
崎
に
産
物
会
所
が
設
立
さ
れ
た
。
銅
座
掛
屋
の
延
長
と
し
て
翌
二
年
三
月
、

R
 

め
て
産
物
会
所
の
掛
屋
を
申
付
け
ら
れ
た
。

近
世
住
友
金
融
概
史

後
は
長
堀
の
本
店
で
業
務
を
行
な
っ
た
。

住
友
は
改

こ
の



年、 に
は
十
人
両
替
に
選
ば
れ
て
い
る
。

近
世
住
友
金
融
概
史

泉
屋
甚
次
郎
店
は
前
述
の
よ
う
に
、

て
、
再
び
甚
次
郎
名
義
に
な
っ
た
。

理
兵
衛
家
の
豊
後
町
店
か
ら
松
山
藩
の
掛
屋
と
徳
島
藩
の
館
入
を
引
き
っ

ぎ
、
ま
た
文
政
二
年
に
は
越
前
藩
の
国
産
諸
色
売
捌
支
配
と
掛
屋
を
引
受
け
た
。
両
替
業
を
営
み
、
文
政
十
二
年

こ
の
よ
う
に
甚
次
郎
店
は
両
替
商
と
し
て
諸
藩
へ
の
金
融
を
行
な
っ
た
が
、

融
通
先
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
断
片
的
に
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
右
に
あ
げ
た
外
に
も
、
諸

藩
・
役
所
と
の
取
引
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
天
保
十
一
年
(
-
八
四

0
)
、

⑦
 

退
す
る
こ
と
が
本
家
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
十
四
年
に
は
、
店
名
前
の
変
更
に
つ
い
て
吉
田
藩
・
津
山
藩

同
店
の
大
坂
町
奉
行
所
掛
屋
を
辞

ヘ
届
出
て
、
館
入
の
名
義
を
、
甚
次
郎
か
ら
娘
さ
ち
へ
変
え
て
い
る
。
同
年
さ
ち
が
病
死
し
た
た
め
、

翌
年
本
家

の
友
聞
の
孫
（
甚
次
郎
の
甥
）
盛
六
（
友
訓
、
四
歳
）
に
変
わ
り
、
弘
化
四
年
、
本
家
の
豊
後
町
出
店
閉
店
と
関
連
し

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
推
測
す
る
と
、
甚
次
郎
店
は
、
当
初
の
本
家
の
出
店
と
し
て
の
性
格
を
抜
け
き
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
、

ま
た
事
業
も
興
隆
し
た
と
は
い
え
ず
、
嘉
永
元
年
に
本
家
の
家
政
改
革
の
一
環
と
し
て
閉
店
し
た
。

豊
後
町
家
屋
敷
の
う
ち
、
掛
屋
敷
の
部
分
は
処
分
さ
れ
、
居
宅
・
店
舗
は
残
っ
た
が
、

⑥
 

一
八
六

0
)
に
帳
切
と
な
っ
て
、
京
都
の
金
桝
屋
陸
奥
大
橡
の
手
に
渡
っ
た
。

そ
れ
も
安
政
七
年
（
万
延
元

な
お
三
代
友
信
の
弟
友
貞
の
二
子
を
そ
れ
ぞ
れ
始
祖
と
す
る
理
右
衛
門
家
・
理
助
家
は
、
本
家
の
近
隣
に
居
住

一四



⑤ c 

「
年
々
諸
用
留
」
十
一
番

「
大
阪
雨
替
手
形
便
覧
」
（
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
阪
商
業
史
料

集
成
』
第
五
輯
、
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
昭
和
十
四
年
）

「
年
々
諸
用
留
」
十
二
番

「
銅
座
掛
屋
御
用
留
」

銅
座
掛
屋
に
つ
い
て
ほ
今
後
の
研
究
を
待
っ
て
、
将
来
『
泉
屋

叢
考
』
の
一
冊
と
し
て
取
上
げ
た
い
。
今
回
は
左
記
の
研
究
を

参
考
に
し
て
叙
述
し
た
。
永
積
洋
子
「
大
坂
銅
座
」
（
地
方
史

研
究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史
大
系
』
六
、
東
京
大
学
出
版
会

一
九
六

0
年）

中
村
質
「
長
崎
会
所
と
安
政
開
港
ー
そ
の
勘
定
帳
を
め
ぐ
る
諸

問
題
—
」
(
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
昭
和

五
十
二
年
）

R
④
 

① 
註 し、

近
世
住
友
金
融
概
史

あ
る
が
、

そ
の
詳
細
は
今
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

⑧ ⑦
 

⑥ 

一五

宮
本
又
次
「
銅
座
掛
屋
と
住
友
家
と
維
新
前
後
の
銅
座
」
（
『
住

友
の
経
営
史
的
研
究
』
、
前
出
）

『
-
―
―
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
（
三
井
文
庫
、

座
の
財
政
構
造
」
(
『
-
―
―
井
文
庫
論
叢
』
第
一
六
号
）
が
発
表
さ

れ
た
。

「
産
物
御
会
所
諸
用
留
」

中
村
質
「
終
末
期
に
お
け
る
長
崎
会
所
の
会
計
史
料
ー
こ
と
に

経
営
研
究
所
報
』
五
‘

一
九
七
四
年
）

「
諸
用
御
窺
控
」
一

1

一
十
二
番

（
九
州
産
業
大
学
『
産
業

大
阪
大
学
経
済
学
部
所
蔵
「
豊
後
町
水
帳
」

産
物
会
所
と
の
関
連
に
お
い
て
1

」

な
お
本
稿
印
刷
中
に
、
賀
川
隆
行
「
文
政
・
天
保
期
の
大
坂
銅

そ
の
規
模
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
そ
れ
ぞ
れ
金
融
業
を
営
み
、

一
九
八

0
年）

本
家
と
も
事
業
上
の
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
で



の
意
味
を
、
今
後
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

近
世
住
友
金
融
概
史近

世
住
友
の
大
名
貸

こ
れ
ま
で
述
べ
て
ぎ
た
よ
う
に
、
住
友
本
家
は
近
世
中
期
か
ら
江
戸
で
札
差
業
を
開
始
し
、
後
期
に
は
江
戸
中

橋
店
で
両
替
業
を
開
始
し
た
。
大
坂
で
は
近
世
前
期
・
中
期
に
分
家
が
両
替
業
を
営
ん
だ
が
、
本
家
は
銅
鉱
業
・

銅
精
錬
・
銅
貿
易
を
主
と
し
て
、
時
に
よ
っ
て
は
輸
入
貿
易
を
も
手
が
け
て
お
り
、

て
資
金
を
外
部
へ
融
通
す
る
こ
と
が
あ
り
、

と
す
る
金
融
業
へ
事
業
を
拡
張
し
て
い
っ
た
と
は
、

年
（
一
七
五

0
)
に
廃
止
さ
れ
た
第
二
次
銅
座
へ
の
一
、

0
0
0
貫
目
余
の
貸
銀
が
、

で
あ
っ
た
し
、
銅
吹
屋
仲
間
へ
の
融
通
も
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
、
事
業
と
し
て
の
金
融
業
と
は
い
い
か
ね
る
よ
う
な
融
通
の
実
態
の
解
明
は
、
銅
事
業
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

近
世
後
期
に
な
る
と
、
大
坂
で
も
諸
大
名
の
蔵
元
・
掛
屋
・
館
入
や
、
代
官
所
の
掛
屋
な
ど
を
引
受
け
る
こ
と

五

そ
れ
ら
の
事
業
活
動
に
伴
っ

そ
れ
が
相
当
の
額
に
上
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
利
息
の
収
得
を
目
的

必
ず
し
も
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
寛
延
一
―
―

ま
た
分
家
が
両
替
業
を
営
み
、

宝
暦
期
に
こ
げ
つ
い
た
ま
ま

そ
れ
ら
が
永
続
し
な
か
っ
た
こ
と

一六



が
多
く
な
っ
た
。
諸
大
名
は
大
坂
に
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
屋
敷
を
設
け
、

ん
で
売
り
さ
ば
い
た
。

こ
の
よ
う
な
蔵
屋
敷
の
物
資
の
売
却
・
出
納
を
つ
か
さ
ど
る
者
を
蔵
元
と
い
い
当
初
は
各

藩
の
武
士
が
そ
の
役
に
あ
た
っ
た
が
、

に
な
っ
た
。

ま
た
各
藩
の
物
資
売
却
代
金
の
収
受
と
江
戸
や
国
元
へ
の
送
金
な
ど
を
委
任
さ
れ
た
町
人
を
掛
屋
と

い
い
、
両
替
商
な
ど
が
こ
れ
を
つ
と
め
た
。
も
ち
ろ
ん
蔵
元
と
掛
屋
を
同
一
人
が
兼
任
す
る
場
合
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
蔵
元
・
掛
屋
は
大
名
貸
を
も
行
な
っ
た
が
、
蔵
元
・
掛
屋
の
外
に
も
大
名
貸
を
行
な
う
者
は
あ
り
、

住
友
は
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）
に
、

開
店
し
た
ー
す
な
わ
ち
甚
次
郎
名
義
の
両
替
店
を
開
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ー
が
、
大
体
寛
政
ご
ろ
か
ら
大
坂

も
ち
ろ
ん
諸
藩
と
の
取
引
は
こ
れ
よ
り
古
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

（
一
七
ニ
―
)
に
松
山
藩
の
預
か
り
地
と
な
っ
て
、
住
友
は
同
藩
と
関
係
が
深
く
な
っ
た
が
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
掛
屋
に
も
な
り
、

近
世
住
友
金
融
概
史

が
勤
め
て
い
た
。

に
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
は
、

で
も
、
大
名
貸
な
ど
金
融
業
に
対
し
て
積
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ら
を
総
称
し
て
館
入
と
い
っ
た
。

一七

一
方
本
家

享
保
六
年

こ
れ

領
国
で
産
出
す
る
米
や
特
産
物
を
大
坂
に
運

や
が
て
有
力
な
町
人
が
藩
の
委
託
を
受
け
て
こ
の
業
務
を
お
こ
な
う
よ
う

そ
れ
ま
で
本
家
で
取
扱
っ
て
い
た
諸
藩
の
掛
屋
業
務
を
豊
後
町
に
移
し
て

別
子
銅
山
を
含
む
幕
領
は
、

一、

0
0
0
貫
目
以
上
の
出
銀
を
し
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う

ま
た
蔵
元
を
分
家
の
理
兵
衛
（
友
俊
）

そ
れ
を
甚
次
郎
の
豊
後
町
店
が
引
継
い
だ
。



模
を
拡
大
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

近
世
住
友
金
融
概
史

ま
た
享
保
期
に
明
石
藩
・
高
崎
藩
へ
の
貸
付
が
見
ら
れ
、

文
期
の
津
軽
藩
・
中
津
藩
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

あ
ま
り
積
極
的
に
取
組
ん
だ
と
は
思
え
な
い
。
な
る
べ
く
そ
の
と
き
限
り
の
取
引
に
止
め
る
か
、
継
続
し
て
も
規

こ
こ
で
は
銅
の
売
買
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
早
く
か
ら
取
引
の
あ
っ
た
対
馬
藩
の
場
合
を
、
少
し
詳
し
く
紹
介

し
よ
う
。
対
馬
藩
は
江
戸
時
代
朝
鮮
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
が
、
毎
年
ほ
ぼ
一

0
万
斤
ほ
ど
、
多
い
年
は
二
、
三

0
万
斤
の
銅
を
輸
出
し
て
お
り
、

て
受
取
っ
た
。
し
か
し
銅
代
銀
の
支
払
が
し
ば
し
ば
延
滞
し
、

か
ら
し
ば
し
ば
借
用
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
借
用
の
担
保
と
し
て
対
馬
産
の
鉛
や
朝
鮮
か
ら
の
輸
入
品
が
差
し
入

れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

家
の
蔵
に
保
管
さ
れ
た
。

ま
た
貸
金
の
担
保
と
し
て
預
か
っ
た
米
切
手
も
、
元

そ
の
外
に
も
い
く
つ
か
の
藩
と
の
取
引
関
係
史
料
は
あ
る
が
、

そ
の
銅
は
住
友
か
ら
購
入
し
、
銅
座
か
ら
買
入
れ
る
場
合
も
住
友
の
手
を
介
し

ま
た
銅
取
引
関
係
が
機
縁
と
な
っ
て
同
藩
は
住
友

た
と
え
ば
享
保
十
五
年
に
川
崎
屋
五
郎
助
と
共
同
で
対
馬
藩
に
貸
銀
を
し
て
、

う
ち
住
友
の
分
は
銀
八
四
貫
で
朝
鮮
白
糸
七

0
箇
（
一
箇
は
五
〇
斤
）
を
質
物
に
と
り
、
利
子
月
九
朱
、

済
の
約
束
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
白
糸
は
同
藩
御
用
達
三
吉
屋
又
兵
衛
か
ら
受
取
り
、

も
館
入
と
し
て
扶
持
米
を
受
け
て
い
る
。

そ
の

翌
年
五
月
返

川
崎
屋
の
分
と
と
も
に
同

一
八



坂
産
物
売
捌
会
所
と
し
て
朝
鮮
牛
皮
を
販
売
し
、

か
ら
差
配
し
、

そ
の
代
銀
を
も
っ
て
、

ま
た
会
所
へ
引
取
ら
れ
た
本
滑
の
分
は
会
所
で
販
売
し
、

一九 新
た
に
銀
六

0
0

文
政
六
年
、
対
馬
藩
は
住
友
か
ら
銀
五

0
0貫
目
を
借
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
別
家
の
泉
屋
又
右
衛
門
宅
を
大

一
カ
年
銀
五
〇
貫
目
ず
つ
一
〇
カ
年
賦

返
済
の
趣
法
を
立
て
た
。
会
所
は
御
賦
請
負
人
又
右
衛
門
・
銀
主
方
目
代
（
住
友
の
名
代
）
と
使
用
人
三
、

四
名
か

ら
組
織
さ
れ
、
牛
皮
が
西
浜
町
の
水
揚
問
屋
西
村
郷
右
衛
門
・
竹
屋
善
右
衛
門
（
対
州
商
人
）
方
に
着
く
と
、
又
右

な
め
し

衛
門
が
立
会
っ
て
仕
分
け
、
本
滑
の
分
は
播
州
姫
路
・
摂
州
池
田
へ
送
っ
て
晒
し
上
げ
て
産
物
会
所
へ
引
取
り
、

残
り
は
善
右
衛
門
の
倉
庫
に
保
管
し
、
会
所
の
切
手
を
も
っ
て
売
り
出
し
、
代
銀
は
帳
面
引
会
わ
せ
の
上
で
目
代

目
代
は
売
買
等
を
改
め
る
こ
と
に
な
っ

し
か
る
に
文
政
八
年
八
月
、
対
馬
藩
は
藩
の
都
合
か
ら
産
物
会
所
趣
法
を
改
め
、
住
友
・
又
右
衛
門
の
諒
承
を

求
め
た
。
そ
れ
は
牛
皮
買
請
人
を
別
人
に
差
替
え
る
と
い
う
の
で
、
皮
代
銀
を
も
っ
て
年
賦
返
済
す
る
趣
意
を
変

更
す
る
わ
け
で
な
い
が
買
請
人
が
変
わ
れ
ば
皮
代
銀
の
延
納
滞
納
も
あ
ろ
う
か
ら
、
住
友
に
は
新
た
に
廻
米
蔵
元

と
な
る
こ
と
を
頼
み
、

を
年
々
二
万
疋
ず
つ
登
す
か
ら
、

住
友
に
あ
て
て
蔵
元
に
つ
い
て
の
約
定
証
文
を
入
れ
て
い
る
（
付
録
所
収
）
。

近
世
住
友
金
融
概
史

、こ。

て
し

f

ま
た
又
右
衛
門
に
対
し
て
は
、
皮
代
銀
引
当
の
立
替
銀
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
朝
鮮
木
綿

そ
の
代
銀
中
か
ら
勘
定
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

か
く
て
対
馬
藩
か
ら



又
右
衛
門
が
引
受
け
て
お
り
、

近
世
住
友
金
融
概
史

貫
目
の
借
銀
を
求
め
、
月
利
八
朱
一
〇
カ
年
賦
‘

郡
・
筑
前
恰
土
郡
の
同
藩
年
貢
米
の
う
ち
二
万
俵
（
六
、
六
六
六
石
）
の
蔵
元
を
依
頼
す
る
と
あ
る
。
そ
し
て
皮
代
銀

延
納
な
ど
を
買
受
人
か
ら
申
し
出
た
場
合
、

廻
米
売
払
代
銀
か
ら
元
利
を
引
き
取
る
こ
と
と
し
、

廻
米
払
代
銀
中
か
ら
引
取
ら
れ
た
く
、

ま
た
銅
代
銀
の
銅
座
納
付
を

こ
れ
は
木
綿
等
諸
産
物
売
払
代
か
ら
引
取
る
が
、
支
障
あ
る
場
合
を
考
え
て
、

米
払
代
銀
中
か
ら
年
々
銀
五
〇
貫
目
ず
つ
又
右
衛
門
へ
渡
す
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

さ
て
前
述
の
朝
鮮
牛
皮
産
物
会
所
趣
法
に
よ
る
銀
五

0
0貫
目
の
融
通
は
、
別
子
銅
山
公
儀
拝
借
銀
の
貸
与
と

い
う
名
目
銀
で
あ
っ
た
が
、
文
政
十
一
年
正
月
に
残
銀
三
五

0
貫
目
の
元
利
を
同
年
内
に
牛
皮
売
立
銀
を
も
っ
て
、

七
、
八
月
か
ら
九
、

十
月
ま
で
に
は
返
済
す
る
と
い
う
新
借
用
証
文
に
切
替
え
て
い
る
。

一
年
中
に
数
度
に
わ
た
り
別
子
銅
山
公
儀
拝
借
銀
・
田
安
家
備
金
（
住
友
は
当
時
田
安
家
の
掛
屋
を
勤
め
た
）
の
名
目
銀

の
対
馬
藩
貸
借
が
行
な
わ
れ
、

廻
米
払
銀
に
よ
る
返
済
と
し
た
が
、

を
支
給
さ
れ
る
と
い
う
関
係
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

肥
前
松
浦廻

し
か
し
他
方
に
文
政
十

翌
十
二
年
暮
に
は
五
カ
年
元
銀
を
据
え
置
き
、

天
保
五
年
に
な
っ
て
返
済
方
の
仕
法
を
考
え
る
こ
と
と
し
、
利
足
は
年
五
歩
の
積
り
を
も
っ
て
廻
米
払
代
銀
か
ら

①
 

引
取
る
と
い
う
証
文
を
入
れ
て
い
る
。

近
世
後
期
に
な
る
と
、
住
友
は
大
名
貸
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
よ
り
も
精
極
的
に
な
り
、
館
入
と
な
っ
て
扶
持
米

そ
し
て
主
人
の
名
代
と
し
て
屋
敷
へ
出
入
す
る
手
代
や
別

四
〇



天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
、

小
兵
衛

八
郎
右
衛
門

幸
―
―
一
郎

源
兵
衛

篠
山
様

浦
）
支
配
方
心
得

川
口
(
-
橋
家
役
所
）
紀
州
松
山
薩
州

松
山
様
永
井
様
（
摂
津
高
槻
）

松
山
様
津
山
様
安
藤
様
外
に
西
尾
・
川
越
・
薩
州
へ
も
折
々
出
勤

薩
州
様
浜
田
様
浜
松
様
外
に
西
尾
・
川
越
・
安
藤
（
磐
城
平
）
へ
も
折
々
出
勤

と
き
は
浜
田
へ
も
出
勤

勇
右
衛
門

芳
兵
衛

貞

助

官
兵
衛

松

山

様

津

山

様

対

州

様

西

尾

様

明

石

様

川

越

様

若
州
様
秋
田
様
重
立
っ
た
用
向
の
と
き
は
浜
松
へ
も
出
勤

R
 

家
に
も
、
受
持
の
分
担
が
で
き
た
。
文
政
八
年
八
月
当
時
の
分
担
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

松
山
様
用
掛
り

長
柄
（
田
安
家
役
所
）

近
世
住
友
金
融
概
史

対
州
様
土
井
様
（
越
前
大
野
）
加
州
本
多
様

四

芸

州

対

州

延

岡

津

山

土

浦

阿

州

様

田

安

様

一
橋
様

大
坂
で
届

重
立
っ
た
用
向
の

土
屋
様
（
常
陸
土

九
代
友
聞
が
吉
次
郎
を
改
め
て
甚
兵
衛
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
ぎ
‘

R
 

け
出
た
諸
藩
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。



残高

元

（明治 5年 6月）

銀

貫匁
337,280 

145, 019. 49 

7,400 

59, 121. 2 

67,014.34 

91,629.224 

57,214:3 

171, 320 

437,200 

9. 48 

255, 030. 91 

25,000 

21, 040. 56 

1, 280, 990 

60,420 

315,172.18 

121, 000 

723, 484. 79 

2, 131, 500 

銀

貫匁
188, 637. 6 

6,432 

利

4,464 

444. 99 

10, 999. 29 

125, 913. 6 

1, 338. 1 

6,300 

3,840 

3,844.08 

168,600 

備

明和4.川越，慶応2.前橋

延享3.掛川，

弘化2.浜松，

天保7.棚倉，
慶応2.川越

文化14.浜松，
朝日山

考
近
世
住
友
金
融
概
史

明治2.芝山（松尾）

明治元鶴舞

慶応元．宇都宮，

弘化2.山形， 明治3.

四

6, 306, 846. 474 520,813.66 



第 3表 住友家の藩債

近
世
住
友
金
融
概
史

四

旧国名 藩名領主 元 金 利 金

両歩朱永（文） 両 歩 朱永（文）
陸奥盛岡 南部 11, 139 188 1 2 40 

上野前橋 松平 120 28 3 50 

沼 田 土岐 109 1 2 36. 76 5 1 44. 1 

常陸土浦 土屋 500 180 

上総松尾 太 田 1, 200 132 

鶴舞 井上 100 11 

武蔵川越 松平 2, 500 6,300 

相模小田原 大久保

三河豊橋 松平 1, 780 245 2 2 45 

西尾 松平

加賀金沢 前田 373 1 

越前大野 土井 1,934 1 

若狭小浜 酒井 8,310 264 

近江朝日山 水野

紀伊和歌山 徳川

丹波篠山 青山 650 140 400 

丹後宮津 松平 573 2 3 7. 92 147 2 32. 08 

播磨明石 松乎 8,000 1,045 

美作津山 松平 4,184 3 57. 1 95 400 

備中足守 木下 8,405 2, 715 

伊予西条 松平 6,000 1, 035 

松山 松平 1, 586 3 174 2 42. 5 

日向延岡 内藤

肥前平戸 松浦

薩摩 鹿児島 島津

対馬厳原 宗

計 57, 466 0 2 39. 28 12, 708 53. 68 



若
州 近

世
住
友
金
融
概
史

こ
の
外
、

浜
松
（
水
野
氏
、
の
ち
山
形
•
朝
日
山
）
、
掛
川
（
太
田
氏
、
の
ち
芝
山
）
は
大
坂
に
屋
敷
が
な
い
の
で
、
江
戸

こ
れ
ま
で
用
立
て
た
も
の
の
返
済
を
求
め
る
歎
願
書
を
差
出
し
た
が
、

天
神
橋
（
紀
州
）

明
治
維
新
の
の
ち
藩
債
の
整
理
が
行
な
わ
れ
、
天
保
十
四
年
以
前
の
古
債
は
棄
捐
さ
れ
た
。
弘
化
元
年
か
ら
慶

応
三
年
ま
で
の
藩
債
（
旧
債
）
は
無
利
息
五

0
年
賦
の
公
債
、
明
治
元
年
か
ら
五
年
ま
で
の
分
（
新
債
）
は
、

付
、
三
ヵ
年
据
置
、

諸
藩
に
あ
て
て
、

④
 

で
あ
る
。

館
林
（
井
上
氏
、
の
ち
浜
松
、
鶴
舞
）

二
五
年
賦
の
公
債
と
さ
れ
た
。
明
治
五
年
六
月
に
、

こ
の
表
の
数
字
と
、

へ
の
貸
金
高
は
、
第
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

R
 

例
え
ば
「
藩
債
輯
録
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
金
（
円
）
表
示
の
数
字
と
を
直
接
比
較
す
る
こ

と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
住
友
家
の
藩
債
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
各
藩
の
藩
債
額
全
体
と
比
べ
る
と
、

き
い
額
で
な
い
こ
と
は
、

ほ
ぽ
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
抵
の
藩
は
多
数
の
金
主
と
取
引
し
て
お
り
、
藩
の
側

作

州

対

州

土

浦

延

岡

明

石

中
橋
店
か
ら
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
天
保
十
四
年
に
、

吉
田
小
田
原
西
尾
川
越
（
松
平
氏
、
の
ち
前
橋
）
高
槻

川
越

そ
の
宛
先
は
次
の
よ
う

四
分
利

住
友
家
か
ら
大
阪
府
へ
届
け
た
旧
諸
藩

あ
ま
り
大

別
子
銅
山
の
不
振
で
資
金
の
融
通
に
困
り
、

明
石
西
条
姫
路
沼
田
棚
倉
（
松
平
氏
、
も
と
浜
田
、
の
ち
宇
都
宮
・
川
越
）
秋
田
宮
津
南
部

四
四



R ① 
註

近
世
住
友
金
融
概
史

「
場
帳
」

小
葉
田
淳
「
住
友
修
史
室
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
」
（
『
住
友
修
史

室
報
』
第
二
号
、
『
古
文
書
研
究
』
第
十
五
号
）

か
ら
住
友
の
役
割
を
み
る
こ
と
も
、

R
④
「
年
々
諸
用
留
」
十
四
番

財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
九
巻
所
収

『
明
治

前
期

⑤
 

四
五

住
友
の
金
融
業
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。



付

録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料



付

録

解

題

借
用
滞
金
返
清
方
に
付
頼
談
書

1
0
和
佐
保
銅
代
金
前
借
證
文

九
御
年
貢
銀
借
入
に
付
引
嘗
差
入
證
文

八

西
尾
藩
銀
子
借
用
證
文

旗
本
伊
奈
氏
勝
手
賄
議
定
書

旗
本
伊
奈
氏
知
行
所
村
役
人
郷
印
證
文

都
筑
様
御
掛
屋
諸
事
控
（
抄
）

七
札
旦
那
取
引
證
文
例

六 五 四

延
岡
藩
蔵
元
委
託
に
付
議
定
書

封
馬
藩
蔵
元
委
託
に
付
申
定
書

加
州
大
聖
寺
廻
米
蔵
元
支
配
一
札

解

題



店
の
浅
草
米
店
と
札
旦
那
と
の
取
引
証
文
で
あ
る
。

な
分
野
の
史
料
を
少
し
ず
つ
選
ん
で
掲
出
し
た
。

証
文
で
あ
る
。
四
は
西
尾
藩
が
明
治
四
年
七
月
に
、

翌
五
年
六
月
の
貸
上
ヶ
金
総
計
書
の
数
字
（
本
文
四
二
!
四
三
頁
、
第
3
表
）
と
一
致
し
て
い
る
。
藩
債
整
理
の
途
中

経
過
を
示
す
一
史
料
で
あ
る
。

五
・
六
は
旗
本
伊
奈
氏
（
左
衛
門
、
天
保
十
二
年
遠
江
守
）

る
。
知
行
地
の
年
貢
収
入
を
金
主
が
管
理
し
て
、

る
。
な
お
領
主
へ
の
用
達
金
の
返
済
は
、
六
に
み
る
よ
う
に
、

八
・
九
は
天
保
十
四
年
か
ら
一
年
間
、
大
津
代
官
都
筑
金
三
郎
の
掛
屋
を
、
大
坂
の
住
友
本
家
が
勤
め
た
史
料

銀
を
、

い
ず
れ
も
無
利
息
一
八
年
賦
に
改
め
た
証
文
三
通
で
、

一
し
四
は
大
名
と
の
取
引
に
関
す
る
史
料
で
、

近
世
の
金
融
関
係
の
史
料
は
数
多
い
が
、

為
替
手
形

付
録

解

題

こ
れ
ら
の
元
銀
高
合
計
四
三
七
貫
二

0
0目
は
、

万
延
元
・
慶
応
元
・
同
二
年
の
借
用
銀
の
未
返
済
分
と
滞
利

の
勝
手
賄
を
、
住
友
の
中
橋
店
が
引
受
け
た
史
料
で
あ

領
主
は
金
主
か
ら
の
仕
送
り
に
よ
っ
て
生
計
を
賄
う
仕
法
で
あ

知
行
地
の
村
方
が
請
け
負
っ
て
い
る
。
七
は
札
差

一
し

1

1

1

は
大
聖
寺
藩
・
対
馬
藩
・
延
岡
藩
の
蔵
元
を
引
受
け
た

こ
こ
で
は
金
融
業
の
概
略
を
知
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま



付
録

解

半
次
郎
は
、

で
あ
る
。
代
官
所
の
掛
屋
は
こ
の
よ
う
に
短
期
間
の
も
の
が
多
い
。

方
面
へ
の
報
告
、
年
貢
銀
の
勘
定
書
な
ど
を
記
し
た
抱
括
的
な
記
録
で
あ
る
。
九
は
預
か
っ
た
年
貢
銀
を
貸
付
け

た
史
料
で
あ
る
。

1
 

0・ 
―
一
は
、

る
も
の
で
あ
る
。

め
て
い
た
。

題 飛
騨
高
山
の
富
商
で
江
戸
深
川
で
材
木
商
を
営
む
田
中
氏
及
び
そ
の
一
族
へ
の
貸
付
に
関
す

-
0
の
名
宛
人
泉
屋
官
兵
衛
は
本
家
の
在
勤
手
代
で
、
別
家
の
態
に
し
て
和
佐
保
銅
問
屋
を
勤

田
中
半
十
郎
は
文
政
元
年
、

せ
た
人
物
で
、

飛
騨
郡
代
芝
氏
が
鉱
山
の
御
手
山
経
営
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
出
資
さ

―
一
は
田
中
氏
が
住
友
の
中
橋
店
と
長
期
間
取
引
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
九
の
差
出
人

こ
の
半
十
郎
の
一
族
で
あ
ろ
う
。

八
は
掛
屋
を
引
受
け
た
経
緯
、
条
件
、
関
係



付
録

有
之
事

加
州
大
聖
寺
廻
米
蔵
元
支
配
一
札

一
今
般
午
年
廻
米
五
斗
納
三
千
石
大
坂
廻
米
、
大
聖
寺
米
と
申
名
目
相
定

一
右
米
稼
立
候
船
ミ
往
来
状
者
、
役
人
汐
差
出
し
申
事

一
右
米
到
着
之
節
請
取
方
之
儀
、
貫
目
廻
シ
ニ
而
も
欠
米
士
用
迄
戴
百
目
、

一
米
相
納
候
借
蔵
之
儀
者
、
濱
方
蔵
出
し
勝
手
宜
方
二
相
究
、
仲
仕
共
に
申
付
、
役
人
中
・
蔵
元
役
人
立
會
、
見

分
之
上
可
致
蔵
入
事

一
米
賣
彿
之
儀
、

立
會
之
上
入
札
を
以
相
彿
可
被
申
事
、

一
米
到
着
無
之
前
二
出
金
者
不
被
致
候
定
、
尤
米
着
之
上
被
致
出
金
候
節
者
、
利
足
月
壺
歩
定
を
以
、
御
勘
定
可

一
彿
米
代
銀
請
彿
之
儀
、
毎
歳
彿
米
役
人
差
圏
次
第
、
取
捌
可
有
之
事

一
米
賣
彿
代
銀
蔵
元
に
相
渡
し
申
定

一
米
到
着
之
刻
、
船
ミ
運
賃
銀
其
元
よ
り
被
相
渡
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

加
州
大
聖
寺
廻
米
一
札
之
事

土
用
過
候
者
三
百
目
用
捨
之
事

尤
切
手
者
役
人
よ
り
認
相
渡
シ
、

蔵
元
添
印
可
有
之
事

追
而
米
賣
代
銀
を
以
、
元
利
御
勘
定
可
有
之
事



天
明
六
年
―
―
一
月

違
無
之
候
、
初
一
札
如
件

右
者
北
國
廻
米
定
法
之
通

一
蔵
仲
仕
之
儀
者
、

一
差
米
壼
石
二
付

一
口
銀
壼
石
二
付

一
蔵
手
代
壼
人
可
被
差
出
候
‘
給
料
銀
拾
枚
宛
可
差
遣
定

一
濱
方
届
諸
入
用
井
筆
・
墨
・
紙
料
、
彿
米
代
銀
仕
切
表
二
而
、
御
勘
定
可
有
之
定

一
蔵
敷
銀
此
方
よ
り
相
渡
定
、

右
之
通
仕
法
を
以
、
美
濃
守
殿
蔵
元
賣
支
配
永
久
相
頼
候
慮
、
御
請
一
札
被
差
出
、
請
取
申
候
、
尤
定
書
之
通
相

付
録

五
分
宛

五
合
宛

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

泉
屋
理
兵
衛
殿

蔵
元
仲
仕
・
蔵
仲
仕
双
方
立
合
、
半
分
分
ケ
之
定

尤
水
揚
之
節
者
、
鉛
手
よ
り
差
出
し
候
定

西
出
孫
左
衛
門
（
印
）

松
平
美
濃
守
内松

浦
善
蔵
（
印
）



付
録

一
蔵
元
手
代
壼
人
・
枡
取
壼
人
・
船
手
博
壼
人
・
仲
仕
壼
人
、
米
廻
着
之
節
、
兵
庫
問
屋
、
四
向
差
遣
候
事

但
道
中
入
用
者
蔵
元
被
承
候
事

一
上
乗
之
儀
者
、
國
許
営
屋
敷
田
代
領
分
ふ
、
壺
人
宛
為
乗
組
候
二
付
、
諸
入
用
者
屋
鋪
汐
相
渡
、

依
り
、

蔵
元
手
代
壼
人
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

一
米
賣
捌
方
之
儀
者
、
於
兵
庫
其
許
殿
勝
手
二
可
被
申
付
候
事

銀
之
内
を
以
、
元
利
御
引
取
可
被
成
候
事

元
御
引
受
御
頼
申
入
候
事

一
肥
前
松
浦
郡
・
筑
前
恰
土
郡
之
内
、
劉
馬
守
殿
御
手
営
地
牧
納
米
之
内
賦
萬
俵
、

六
千
六
百
六
拾
六
石
餘
賣
彿
蔵
元
之
儀
、
横
田
忠
次
郎
に
被
申
付
置
候
慮
、
今
度
致
改
法
、
向
後
其
元
殿
に
蔵

一
右
廻
米
御
引
請
被
下
候
付
、

候
、
尤
利
足
銀
月
八
朱
二
相
定
、

申
定
之
事

屋
鋪
勝
手
就
要
用
、

封
馬
藩
蔵
元
委
託
に
付
申
定
書

大
坂
に
差
廻
来
候
、
此
石
敷

銀
六
百
貫
目
御
出
銀
御
頼
申
入
候
虞
、
御
承
知
被
下
、
添
存

返
清
方
之
儀
者
、
営
酉
年
ぶ
来
ル
午
年
迄
拾
ケ
年
二
為
割
合
、

廻
米
賣
彿
代

尤
人
操
合
ニ

上
乗
二
相
犀
候
節
も
有
之
、
諸
入
用
者
屋
鋪
汐
相
渡
、
納
中
飯
代
壼
日
九
分
井
合
カ



但
兵
庫
諸
入
用
之
儀
者
、
蔵
元
被
承
候
事

銀
と
し
て
壼
ヶ
月
二
銀
六
匁
宛
行
、
旅
粧
為
雑
補
罷
越
候
節
、
銀
一
子
一
拾
目
相
渡
候
事

一
米
賣
彿
方
、
大
坂
諸
屋
敷
之
通
さ
し
越
為
入
候
而
者
、
直
段
二
相
拘
候
二
付
、
全
為
入
不
申
、
依
之
仲
仕
米
拾

五
俵
‘

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

蔵
元
ふ
可
被
相
渡
事

一
彼
地
米
到
着
之
節
、
船
方
揚
、
直
二
賣
彿
候
節
者
、
屋
敷
仲
仕
賃
無
之
、

節
者
、

日
敷
二
應
シ
蔵
敷
・
仲
仕
賃
相
掛
、
其
入
用
蔵
元
汐
被
承
候
事

一
借
船
賃
米
百
石
二
付
銀
四
百
八
拾
七
匁
五
分
、
屋
敷
汐
蔵
元
に
相
渡
可
申
事

一
廻
米
俵
入
三
ツ
俵
二
付
壼
俵
三
斗
三
升
―
―
―
合
一
一
一
夕
三
才

二
候
得
共
、
年
貢
米
之
儀
故
、
送
状
前
汐
者
少
ミ
過
入

ニ
も
可
有
之
候
得
共
、
蔵
元
ぷ
屋
鋪
に
之
算
用
者
、
三
斗
―
―
―
升
三
合
一
デ
タ
三
才
二
相
立
可
被
申
候
、
萬
一
不
足

ニ
相
成
候
得
者
、
鉛
頭
ふ
為
相
辮
可
申
候
事

一
蔵
元
口
錢
、
米
壼
石
二
付
銀
三
分
ツ
、
相
送
可
申
事

一
是
迄
蔵
元
横
田
忠
次
郎
に
被
申
付
置
候
虞
、
此
度
主
法
相
改
、
其
許
殿
に
蔵
元
之
儀
御
頼
申
入
候
付
、
忠
次
郎

相
勤
候
中
、
米
引
常
等
二
而
、
銀
子
借
入
も
有
之
候
得
共
、
此
節
夫
ミ
致
返
清
候
間
、
下
地
掛
合
等
一
切
無
之
、

一
兵
庫
間
屋
口
錢
、
米
壼
石
二
付
銀
壼
匁
、
屋
鋪
ふ
相
渡
候
事

付
録

尤
相
庭
相
考
、
蔵
入
二
し
て
相
園
候

四



付
録

萬
一
彼
是
申
出
候
者
有
之
候
共
、
其
元
殿
御
難
儀
相
掛
申
間
鋪
候
事

一
去
ミ
未
年
、
朝
鮮
牛
皮
主
法
相
改
、
泉
屋
又
右
衛
門
方
ね
牛
皮
引
替
代
銀
請
取
二
付
、
右
牛
皮
代
銀
を
以
、
其

許
殿
御
出
銀
五
百
貫
匁
、
拾
ケ
年
割
合
を
以
、
御
引
取
可
被
成
致
約
定
置
候
虞
、
今
度
屋
敷
就
勝
手
、
買
受
米

屋
十
郎
兵
衛
二
差
替
候
付
而
者
、
皮
引
替
代
銀
不
相
受
取
、
嘗
時

一
ヶ
月
程
延
納
聞
清
遣
候
、
依
之
其
元
殿
御

不
安
心
可
被
存
哉
二
候
‘

然
所
買
請
人
相
替
候
得
共
、
皮
代
銀
を
以
、
其
元
殿
に
年
割
返
猜
之
主
法
、
聯
相
違

無
之
候
、
乍
然
若
萬
一
買
受
人
代
銀
永
廷
納
等
申
出
候
節
者
、
此
度
其
許
殿
に
被
引
請
候
廻
米
賣
彿
代
銀
之
内

一
蔵
元
御
頼
申
入
、
大
銀
御
出
銀
被
下
候
付
而
者
、
其
許
殿
に
臨
時
銀
談
之
儀
申
入
間
鋪
候
、
屋
鋪
操
合
二
寄
、

一
銅
座
代
銀
納
方
之
儀
者
、
是
迄
泉
屋
又
右
衛
門
方
に
為
引
請
相
納
来
候
、
毎
月
納
銀
之
儀
者
、
諸
産
物
賣
彿
代

之
内
を
以
相
納
可
申
候
得
共
、
自
然
船
間
二
寄
、
差
支
之
儀
も
難
量
、
其
節
者
同
人
に
振
替
、
為
相
納
候
儀
も

可
在
之
候
付
、
右
為
手
嘗
廻
米
賣
彿
代
銀
之
内
、
年
ミ
銀
五
拾
貫
目
宛
、

米
方
掛
役
人
共
井
百
姓
惣
代
之
者
、
請
證
文
為
差
入
候
様
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

他
借
い
た
し
候
共
、
右
引
嘗
書
入
等
之
儀
者
堅
致
間
敷
候
事

を
以
、
勝
手
二
引
取
、
可
被
致
勘
定
候
事

可
致
通
逹
候
事

五

又
右
衛
門
に
御
渡
可
被
下
候
事

一
蔵
元
御
引
受
二
付
、
松
浦
郡
・
恰
土
郡
雨
郡
御
取
締
方
、
勝
手
御
差
下
可
被
成
候
、
其
節
者
屋
鋪
汐
、
彼
地
廻



右
之
通
致
約
定
候
所
相
違
無
之
、
依
而
如
件

付
録

延
岡
藩
蔵
元
委
託
に
付
議
定
書

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

一
廻
米
積
船
借
入
之
儀
者
、

文
政
八
乙
酉
年
八
月

議
綻
證
文
之
事

小
嶋
宇
左
衛
門
（
印
）

鶴
岡
典
右
衛
門
（
印
）

小
田
典
七
（
印
）

蔵
元
ふ
勝
手
二
可
被
申
付
候
、
屋
敷
役
人
壼
人
井
足
軽
壼
人
、
船
為
見
分
差
越
候
事

住
友
吉
次
郎
殿

宗
劉
馬
守
殿
内

一
此
度
御
劉
談
之
上
、
為
仕
登
紙
引
営
、
銀
百
五
拾
貫
目
御
出
銀
被
下
候
二
付
、

中
村
偉
次
郎
（
印
）

以
来
外
方
汐
紙
引
営
之
銀
子
、



寄、

付
録

事

決
而
借
用
致
間
鋪
事

一
先
納
御
出
銀
利
足
、
月
八
朱
ニ
メ
勘
定
可
致
事

一
賣
彿
紙
代
銀
、
蔵
出
日
ぷ
百
五
十
日
限
、
紙
屋
共
ふ
御
受
取
被
成
候
二
付
、

二

メ
ヽ

戻
歩
御
勘
定
可
被
下
事

七

百
五
十
日
餘
之
分
、
月
八
朱
之
利

但
紙
代
銀
掛
ケ
込
才
足
之
儀
、
兼
而
世
話
方
に
申
談
置
候
得
共
、
猶
又
御
掛
り
み
、
時
ミ
御
才
足
可
被
下

一
御
勘
定
一
ケ
年
限
之
事

但
戌
八
月
ふ
来
亥
七
月
迄

一
紙
為
登
方
之
儀
、
成
丈
ケ
精
ミ
船
毎
二
為
差
登
可
申
候
得
共
、
漉
立
之
節
睛
雨
又
者
船
間
、
或
は
海
上
天
氣
合

―
ヶ
月
位
者
延
着
之
儀
も
可
有
之
、
右
等
兼
而
御
含
置
可
被
下
事

一
直
組
井
蔵
出
之
節
、
御
掛
り
御
出
勤
可
被
下
事

一
役
所
用
紙
其
外
、
無
餘
儀
筋
二
而
銀
主
方
汐
二
三
丸
位
、
任
望
候
儀
可
有
御
座
、
此
段
御
承
知
可
被
下
事

但
右
代
銀
者
其
時
ミ
直
段
二
向
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

百
五
十
日
限
掛
込
可
申
候
、
濡
紙
有
之
節
者
、
直
様
世
話
方
に
差
遣
、

一
壼
ケ
年
為
仕
登
紙
三
千
丸
、
無
相
違
為
差
登
可
申
事



餘
故
障
之
儀
柳
無
之
候
事

一
紙
出
之
節
蔵
出
賃
、
紙
屋
共
汐
差
出
候
定
之
事

但
水
揚
賃
者
屋
敷
必
相
渡
候
事

為
賣
彿
、
代
銀
者
右
同
断
之
事

一
直
組
井
紙
出
諸
入
用
、
都
而
蔵
元
汐
御
差
出
可
被
下
事

一
口
錢
銀
壼
歩
、
紙
代
銀
之
内
ぷ
御
渡
可
申
事

但
紙
屋
共
古
壼
歩
通
御
受
取
可
被
成
事

一
是
迄
蔵
元
代
り
相
勤
居
候
堺
屋
七
左
衛
門
汐
先
納
之
銀
子
、

右
之
通
此
度
改
議
綻
候
上
者
、
如
何
鉢
之
儀
有
之
候
共
、
永
ミ
紙
為
仕
登
、
無
相
違
相
渡
可
申
候
、
萬
一
我
等
轄

役
致
候
共
、
跡
役
之
者
に
申
通
、
柳
相
違
無
之
候
、
為
後
日
議
綻
一
札
例
而
如
件

文
政
九
戌
年
十
二
月

付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

不
残
致
返
清
候
二
付
、
彼
是
申
筋
一
切
無
之
、
其

内
藤
備
後
守
内

山
名
甚
五
郎
（
印
）

坂
本
典
七
郎
（
印
）

鈴
木
條
太
夫
（
印
）

八



付
録

[
（
付
箋
）
」

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

西

尾

（
包
紙
ウ
ヮ
書
）

「
證
書

壼
通

（付
箋
）

「
住
友
吉
左
衛
門
」

様

證

札

入

最
早
銀
證
文
二
而
大
蔵
省
に
届
ケ
、
公
債
二
相
立
候
二
付
、

此
證
文
者
不
用
二
相
成
候
事
、
其
儘
預
り
置
候
分

（
外
包
紙
ウ
ヮ
書
）

「

（

以

下

―

―一
行
朱
書
）

是
迄
銀
調
逹
之
慮
、
金
證
文
御
書
替
二
而
御
逹
し
候
得
共
、

四

西
尾
藩
銀
子
借
用
證
文

前
書
之
通
相
違
無
之
候
、
偲
而
奥
印
如
件 住

友
吉
次
郎
殿

L 

九

内
藤
治
部
左
衛
門
（
印
）

大
内
熊
次
郎
（
印
）

顎
川
堅
吾
（
印
）



（
包
紙
ゥ
ヮ
書
）

「
證
書

借
用
銀
年
瀕
證
書
之
事

元
銀
百

一1

一拾
五
貫
目
之
慮
、
追
M
返
辮
、
裳
辛
未
年
残

一
銀
拾
九
貫
戴
百
目
但
金
壼
雨
ー
一
付
銀
百
目
建

但
無
利
足
拾
八
ケ
年
賦
、
登
ヶ
年
返
辮
高
銀
壼
貫
三
百
六
拾
五
匁
三
分
三
厘
三
毛

右
者
萬
延
元
庚
申
年
中
借
用
銀
、
今
般
御
頼
談
之
通
、
嘗
辛
未
年
汐
来
ル
戊
子
年
迄
、
本
文
之
通
年
ミ
十
二
月
限

り
無
相
違
返
消
可
致
候
、
依
之
證
書
差
入
候
也

明
治
四
辛
未
年
七
月

合
銀
爪
拾
四
貫
五
百
七
拾
六
匁

明
治
二
己
巳
年
汐
常
辛
未
七
月
迄
滞
利
之
分

一
滞
利
銀
五
貫
三
百
七
拾
六
匁

付
録

[
（
付
箋
）
」

壺
通

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

（
付
箋
）

「
住
友
吉
左
衛
門
」

住
友
吉
左
衛
門
殿

（
印
文
「
西
尾
藩
」
）

西

尾

藩

顧

（

印

）
1
0
 



付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

（
包
紙
ウ
ヮ
書
）

「
證
書

壼
通

（
付
箋
）

「
住
友
吉
左
衛
門
」

右
者
慶
應
元
乙
丑
年
中
借
用
銀
、
今
般
御
頼
談
之
通
、
常
辛
未
年
汐
来
ル
戊
子
年
迄
、
本
文
之
通
年
ミ
十
二
月
限

り
無
相
違
返
清
可
致
候
、
依
之
證
書
差
入
候
也

明
治
四
辛
未
年
七
月

[
（
付
箋
）
」

但
無
利
足
拾
八
ヶ
年
賦
、
登
ヶ
年
返
辮
高
銀
拾
五
貫
三
百
六
拾
匁

合
銀
戴
百
七
拾
六
貫
四
百
八
拾
匁

住
友
吉
左
衛
門
殿

明
治
二
己
已
年
5
営
辛
未
七
月
迄
滞
利
之
分

一
滞
利
銀
六
拾
貫
四
百
八
拾
匁

借
用
銀
年
清
證
書
之
事

元
銀
咸
百
五
拾
戴
貫
目
之
虞
、
追
M
返
辮
、
嘗
辛
未
年
残

一
銀
賦
百
拾
六
貫
目
但
金
壼
雨
二
付
銀
百
目
建

（
印
文
「
西
尾
藩
」
）

西

尾

藩

顧

（

印

）



近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

借
用
銀
年
清
證
書
之
事

[
（
付
箋
）
（
付
箋
）
「
元
銀
戴
百
戴
貫
目
也
」

一
銀
爪
百
戴
拾
貫
目
但
金
霊
雨
ー
一
付
銀
百
目
建

但
無
利
足
拾
八
ケ
年
賦
、
登
ヶ
年
返
辮
高
銀
拾
四
貫
一
二
百
六
拾
四
匁
四
分
四
厘
四
毛

右
者
慶
應
二
丙
寅
年
中
借
用
銀
、

り
無
相
違
返
演
可
致
候
、
依
之
證
書
差
入
候
也

明
治
四
辛
未
年
七
月

旗
本
伊
奈
氏
勝
手
賄
議
定
書

議
定
證
文
之
事

五

合
銀
爪
百
五
拾
八
貫
五
百
六
拾
匁

明
治
二
己
已
年
ぶ
営
辛
未
七
月
迄
滞
利
之
分

一
滞
利
銀
五
拾
六
貫
五
百
六
拾
匁

付
録

住
友
吉
左
衛
門
殿

（
印
文
「
西
尾
藩
」
）

西

尾

藩

麗

（

印

）

今
般
御
頼
談
之
通
、
営
辛
未
年
汐
来
ル
戊
子
年
迄
、
本
文
之
通
年
ミ
十
二
月
限



付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

伊
奈
左
衛
門
（
印
）

前
書
之
通
相
違
無
之
候
、
以
上

天
保
六
年
未
六
月

住
友
吉
次
郎
殿

定
可
仕
候
、
為
後
日
議
定
書
入
置
申
虞
如
件

笹
田
右
十
郎
（
印
）

牛
込
徳
右
衛
門
（
印
）

伊
奈
左
衛
門
内

旦
那
勝
手
向
之
義
、
此
度
仕
法
相
改
、
賄
方
萬
端
御
頼
申
入
候
二
付
、
年
ミ
知
行
所
牧
納
金
十
一
月
廿
五
日
迄
ニ

為
致
皆
清
、
勘
定
目
録
帳
を
以
御
立
合
之
上
、
月
割
暮
金
及
御
勘
定
、
残
金
高
之
内
半
金
、
御
店
年
賦
元
利
へ
差

向
可
申
、
半
金
は
外
借
財
方
へ
相
廻
し
、
此
方
二
而
取
計
可
申
積
、
此
度
及
御
劉
談
候
慮
、
御
承
知
被
下
恭
次
第

奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
向
後
議
定
通
無
相
違
、
毎
年
十
一
月
廿
五
日
御
立
會
可
被
下
、
其
節
御
約
定
之
趣
を
以
、
勘



借
用
申
金
子
郷
印
證
文
之
事

一
金
八
百
戴
拾
雨
者

一
金
百
雨
者

但
去
丑
年
十
二
月
、
諸
太
夫
被

右
者
地
頭
所
伊
奈
遠
江
守
様
御
勝
手
向
御
賄
金
井
二
臨
時
御
入
用
金
共
、
村
方
一
同
汐
出
金
可
仕
慮
、
近
年
風
水

旱
二
而
違
作
打
績
、
夫
食
手
嘗
等
地
頭
所
、
Vz

願
出
候
次
第
二
付
、
中
ミ
以
出
金
行
届
兼
、
既
二
御
地
頭
所
御
差
支

ニ
も
相
成
候
間
、
此
度
貴
殿
に
逹
而
相
頼
候
得
者
、
御
承
知
被
下
、
御
賄
金
其
外
臨
時
御
入
用
金
共
、
御
出
金
被

下
候
段
添
奉
存
候
、
然
ル
上
者
嘗
寅
年
汐
畑
成
金
夏
秋
冬
百
雨
、
米
千
五
百
俵
但
四
斗
入
、
年
ミ
十
一
月
廿
日
限
‘

貴
殿
方
、
は
聯
無
相
違
御
渡
可
申
候
間
、
米
は
時
之
相
場
二
御
賣
彿
、
元
利
御
勘
定
被
下
候
而
、
残
金
者
元
金
年
五

朱
之
方
に
御
差
入
可
被
下
候
‘

誠
二
前
書
之
通
御
恩
金
―
—
付
、
恨
令
地
頭
所
汐
米
金
渡
シ
方
御
差
止
被
遊
候
共
、
如
斯
郷
印
ヲ
以
引
請
候
上
は
、

不
抱
其
儀
急
度
相
渡
可
申
候
間
、
此
段
御
安
心
可
被
下
候
、
萬
一
違
約
之
儀
御
座
候
者
、
此
證
文
ヲ
以
、
其
筋
に

_L. 

/'¥ 
付
録

但
月
壺
割
之
利

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

旗
本
伊
奈
氏
知
行
所
村
役
人
郷
印
證
文

但
年
五
朱
之
利

仰
付
候
節
諸
入
用
金
借
用
之
分

尤
地
頭
所
汐
御
下
知
書
相
渡
、
村
方
に
請
取
置
申
候
間
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、

一
四



付
解

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

二
月

天
保
十
三
壬
寅
年

百
姓
代

組

頭

同
州
同
郡
飯
田
村

名

主

百
姓
代

組

頭

五．

吉
（
印
）

千
太
郎
（
印
）

清 周

輔
（
印
）

源
兵
衛
（
印
）

藤

蔵

（

印

）

同
州
同
郡
三
條
町
村

名

主

禰
五
右
衛
門
（
印
）

百
姓
代

組

武
州
足
立
郡
植
田
谷
領
本
村

名

主
小
嶋
官
太
夫
（
印
）

頭

八
五
郎
（
印
）

櫂
太
郎
（
印
）

伊
奈
遠
江
守
知
行
所

御
出
訴
被
下
候
共
、
決
而
彼
是
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
借
用
金
郷
印
證
文
初
如
件



前
書
之
通
我
等
立
合
取
極
候
儀
二
付
、
柳
相
違
無
御
座
候
、
以
上

付
録

住
友
甚
兵
衛
殿

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

百
姓
代

組

頭

千

蔵

（

印

）

常
右
衛
門
（
印
）

清
五
郎
（
印
）

同
州
同
郡
善
兵
衛
新
田

名

主

百
姓
代

組

頭

同
州
同
郡
北
谷
村

名

主

百
姓
代

組

長
兵
衛
（
印
）

甚
兵
衛
（
印
）

典
惣
次
（
印
）

祐

助

（

印

）

佐
次
右
衛
門
（
印
）

同
州
同
郡
赤
山
領
花
栗
村

名

主
新
井
太
郎
右
衛
門
（
印
）

頭

一
六



付
録

一
此
度
我
等
御
切
米
本
高
百
五
拾
俵
御
蔵
米
渡
り
札
差
、
其
方
に
相
頼
候
所
賓
正
也
、

冬
御
切
米
受
取
手
形
調
印
之
上
其
時
ミ
可
相
渡
候
間
、
其
方
二
而
書
替
所
雨
判
取
之
、
被
致
差
札
、
米
金
其
方

に
受
取
、
米
者
御
蔵
時
之
相
場
二
買
彿
、
勘
定
相
立
可
被
申
候
、
如
此
取
極
候
上
者
、
御
切
米
手
形
差
留
メ
、

一
年
ミ
三
季
御
切
米
書
入
、
其
方
汐
為
前
金
致
借
用
候
儀
者
、
我
等
勤
向
井
勝
手
向
為
要
用
相
頼
候
、

御
切
米
其
時
ミ
御
蔵
渡
米
金
共
、
其
方
汐
借
用
前
金
之
方
へ
、
御
定
之
利
足
を
加
に
、
元
利
共
引
取
、
勘
定
相

立
可
被
申
候
事

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

一
七

且
又
三
季

直
差
等
決
而
致
間
敷
候
、
若
約
定
致
相
違
候
ハ
ヽ
、
何
方
に
成
共
可
被
訴
出
候
、
其
節
違
胤
申
間
鋪
候
事

御
蔵
札
差
頼
證
文
之
事

七
札
旦
那
取
引
證
文
例

伊

前
書
之
通
相
違
無
之
者
也

笹
田
右
十
郎
（
印
）

遠
江
（
印
）

然
ル
上
者
春
夏
御
借
米
・



天
保
十
一
子
年
六
月

竹
田
熊
次
郎
（
印
）

泉
屋甚

左
衛
門
殿

間
敷
候
事

其
方
へ
引
取
勘
定
可
被
申
候
事

付

録

近

世

住

友

金
融
関
係
資
料

一
札
差
料
之
儀
者
壼
ケ
年
百
俵
二
付
金
壼
分
宛
之
割
合
を
以
、
三
季
割
合
、
勘
定
目
録
面
二
而
引
取
可
被
申
候
、

若
叉
御
切
米
高
相
壻
、
御
蔵
汐
受
取
候
節
者
高
百
俵
二
付
右
割
合
を
以
、
引
取
可
被
申
候
事

一
惣
而
御
蔵
汐
受
取
米
之
分
、
御
場
所
二
而
頼
彿
候
節
者
、
三
拾
五
石
二
付
、
為
賣
側
金
戴
分
宛
之
割
合
を
以
、

一
他
所
二
而
米
金
及
借
用
候
節
者
、
其
方
、
四
受
負
印
形
相
頼
申
間
鋪
候
、
下
知
受
等
之
類
二
而
も
、
決
而
頼
入
申

一
年
ミ
三
季
御
切
米
差
引
目
録
其
外
諸
勘
定
二
至
迄
、
書
損
・
算
違
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
速
可
申
遣
候
間
、
其
節

相
直
シ
可
被
差
出
候
、
早
速
引
替
可
差
遣
候
、
右
二
付
彼
是
申
入
間
敷
候
、
尤
一
二
季
勘
定
目
録
相
調
候
儀
、
年

月
相
立
候
而
者
致
混
雑
、
調
方
不
行
届
候
段
兼
而
被
相
断
、
致
承
知
居
候
間
、
其
次
御
借
米
・
御
切
米
御
張
紙

出
候
前
二
、
可
申
遣
候
、
向
後
年
月
相
立
候
分
、
取
調
等
決
而
申
入
間
敷
候
事

前
書
之
通
取
極
、
御
蔵
札
差
其
方
に
相
頼
候
上
者
、
約
定
相
違
之
儀
決
而
申
入
間
敷
候
、
猶
又
此
末
ミ
家
督
代
替

等
二
相
成
候
共
、
此
證
文
永
ミ
相
用
可
被
申
候
、
為
後
日
頼
證
文
俯
如
件

一
八



付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

天
保
十
一
子
年
六
月

一
預
ケ
金
致
候
蠍
、
都
而
金
子
受
取
書
差
出
候
節
者
、
其
方
大
帳
之
初
二
印
鑑
有
之
候
間
、
引
合
可
申
旨
被
相
断
、

致
承
知
置
候

一
仲
ヶ
間
定
例
申
合
等
之
儀
者
、
其
趣
を
以
取
計
可
被
申
候
、
尤
用
事
有
之
候
共
、
其
方
呼
寄
申
間
敷
候
、
夜
分

之
到
談
其
外
迷
惑
二
相
成
掛
合
等
、
相
頼
申
間
鋪
候
事

右
之
通
劉
談
取
極
、
札
差
相
頼
候
上
者
、
約
定
相
違
申
間
敷
候
、
為
後
日
劉
談
取
極
證
文
初
如
件

申
候
事 到

談
取
極
證
文
之
事

一
我
等
年
ミ
三
季
御
切
米
書
入
、
為
前
金
借
用
申
入
候
儀
者
、

一
九

竹
田
熊
次
郎
（
印
）

泉
屋甚

左
衛
門
殿

別
紙
證
文
を
以
致
通
用
可
申
候
、
此
度
別
紙
證
文

之
通
金
百
三
拾
六
雨
致
借
用
候
上
者
、
営
子
冬
汐
壺
ケ
年
金
八
雨
減
し
致
シ
、
飯
米
之
儀
者
壼
ケ
年
米
爪
拾
四

俵
二
相
定
、
三
季
苺
勘
定
差
引
、
残
り
手
取
金
を
以
取
賄
可
申
候
約
定
二
而
、
嘗
子
冬
御
切
米
迄
者
、
米
金
借

用
之
儀
決
而
申
入
間
鋪
候
、
嘗
子
冬
御
切
米
後
ふ
、
右
約
定
之
通
取
賄
可
申
候
、
尤
米
者
其
時
ミ
相
場
二
而
代

金
直
し
、
惣
而
借
用
前
金
之
分
者
、
御
定
之
利
足
ヲ
加
に
、
元
利
共
三
季
御
切
米
渡
之
時
ミ
引
取
、
勘
定
可
被



常
是
包
料

一
御
年
貢
銀
村
方
汐
掛
屋
に
持
参
仕
候
節
納
入
用
、

壼
貫
目
二
付
八
匁
宛
掛
屋
に
請
取
候
事
、
外
二
小
玉
銀
壼
貫

目
二
付
五
匁
宛
之
割
を
以
、
打
銀
請
取
申
候
、
是
は
御
上
納
銀
高
之
内
、
十
分
一
小
玉
銀
取
交
候
二
付
如
此

但
本
文
約
入
用
八
匁
之
内
繹
左
ニ

戴
匁
一
―
―
分

然
御
聞
清
相
成
候
ハ
ヽ
、
左
之
通
り
御
規
定
申
上
候
事

都
筑
金
三
郎
様
御
支
配
所
大
和

・
河
内
國
之
内
御
年
貢
銀
御
掛
屋
御
用
、
私
に
被
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
自

（上
略
）

都
筑
様

御
掛
屋
諸
事
控

住

友

」

（
表
紙
）

「
天
保
十
四
癸
卯
年
閏
九
月
吉
日

八
付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

都
筑
様
御
掛
屋
諸
事
控
（
抄
）

二

0



付
録

差
引
残
一
紙
御
預
り
書
二
書
替
候
事

御
役
人
様
方
御
取
替
等
之
儀
は
、
聯
た
り
と
も
御
断
申
上
候
事

も
の
ハ
営
方
二
而
賄
候
事

ふ
仕
候
事

縄
釘
代
井
仲
仕
賃

掛
屋
下
改
諸
入
用

ィ＞

（
本
行
朱
書
）

但
御
上
納
銀
十
分
一
小
玉
銀
取
交
候
得
共
、
右
打
銀
は
請
取
不
申
候

一
御
年
貢
銀
大
坂
御
金
蔵
に
御
上
納
相
成
候
節
、
銀
座
常
是
包
料
井
金
銀
箱
代
・
仲
仕
賃
其
外
諸
雑
用
は
、
掛
屋

一
御
上
納
井
包
立
之
節
、
御
手
代
様
御
出
役
之
時
、
御
支
度
等
は
御
自
分
御
賄
二
被
成
下
度
、
尤
掛
屋
汐
出
勤
之

一
御
上
納
之
節
自
然
御
年
貢
銀
不
足
仕
候
而
、
掛
屋
汐
御
取
替
申
上
候
儀
は
一
切
不
仕
候
事
、
其
外
御
用
逹
金
井

一
御
年
貢
銀
皆
納
二
相
成
候
ハ
ヽ
、
嘗
方
汐
村
方
に
差
出
置
候
小
手
形
井
御
役
所
汐
御
振
出
し
御
手
形
不
残
引
替
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

戴
匁
五
分

一分 一分

箱
代

戴

匁

六

分

常

是

入

目



一
大
津
御
役
所
、
VZ

罷
出
候
儀
は
、
年
頭
・
八
朔
之
御
證
井
御
上
納
皆
演
之
節
、
御
切
手
引
替
、
御
勘
定
引
合
せ
ニ

ズ＞

銀
七
分

一
大
坂
御
金
蔵
渡
り
金
銀
、
営

金
百
雨
二
付

銀
壼
貫
目
二
付

銀
一
―
―
匁

御
役
所
に
持
参
之
節
、
為
替
打
銀
左

ニ

但
是
は
出
勤
之
者
萬
一
心
得
違
等
出
来
候
儀
も
難
計
故
、
御
斯
申
上
候
事

メ

付
録
近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

為
替
賃

一
江
戸
表
に
御
下
し
金
之
節
ハ
‘

巳
申
請
候
事

金
百
雨
二
付
銀
拾
三
匁
宛

銀
壼
貫
目
二
付
同
拾
戴
匁
｛
タ

但
御
日
限
道
中
十
五
日
限
り

（
以
下
四
行
朱
書
）

本
文
為
替
賃
銀
之
儀
、
外
御
振
合
も
被
為
在
候
二
付

巳
請
取
可
申
様
可
仕
候
、

金
百
雨
二
付
銀
拾
爪
匁
宛

銀
壼
貫
目
二
付
銀
拾
匁
｛
タ

可
奉
願
上
候

自
然
不
引
合
二
も
御
座
候
ハ
、
‘

一
御
年
貢
銀
自
然
大
津
御
役
所
に
嘗
方
汐
請
取
二
罷
出
候
義
は
、
御
断
申
上
候
事

追
而
御
壻
銀
之
儀



付
録

罷
出
候
外
は
、
自
然
臨
時
御
用
向
二
而
御
呼
出
御
座
候
ハ
、
格
別
、
其
餘
二
時
ミ
罷
出
候
儀
は
不
仕
候
事

一
年
・
八
雨
度
之
外
は
、
暑
寒
御
伺
物
等
之
儀
ハ
不
仕
、
其
外
都
而
音
信
・
賂
答
御
斯
申
上
候
事

右
之
通
御
儀
定
仕
候
事

右
存
寄
書
九
月
十
六
日
笹
七
殿
方
に
封
入
登
ス

（
以
下
二
行
朱
書
）

右
之
内
朱
字
之
分
ハ
、
閏
九
月
廿
九
日
、
大
津

京
都
御
用
逹

一
卯
閏
九
月
廿
八
日
朝
、

八
軒
屋
堺
源
三
十
石
船
臼
覺
兵
衛
・
龍
助
乗
船
、
同
日
暮
半
時
伏
見
へ
着
、
翌
廿
九
日
早

朝
伏
見
出
立
、
同
日
九
ッ
時
大
津
旅
宿
釜
屋
藤
兵
衛
方
に
着
、
直
様
雨
人
共

（本
行
朱
書
）

御
掛
屋
御
免
相
願
候
二
付
、
此
書
物
類
天
保
十
五
辰
年
七
月
八
日
、
大
津
御
役
所
必
請
取
消
合

御
役
所
に
出
勤
、
持
参
物
左
ニ

差
上
申
一
札
之
事

（
朱
線
）

嘗
御
支
配
所
大
和
・
河
内
園
村
ミ
御
年
貢
其
外
金
銀
下
懸
改
方
、
甚
兵
衛
に
被
仰
付
候
二
付
、
諸
事
入
念
大
切

ニ
相
勤
、
嘗
節
村
入
用
減
方
厚
御
世
話
も
被
為
在
候
折
柄
二
も
御
座
候
間
、
大
坂
御
金
蔵
納
二
付
、
差
定
候
銀

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

大

津

旅

宿

様
ふ
段
ミ
御
引
合
有
之
、
其
節
書
入
い
た
し
候
事

黒
門
通
下
立
賣
上
ル
所

笹
屋
七
郎
兵
衛

大
津
坂
本
町

釜

屋

藤

兵

衛

御
役
所
に
覺
兵
衛
・
龍
助
出
勤
之
節
、
御
元
/
吉
田
菅
助



六
日
限

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

座
常
是
包
料
・
入
目
等
之
儀
者
格
別
、
其
餘
御
金
箱
代
・
江
戸
為
替
賃
・
下
改
料
・
諸
維
用
共
、
情
ミ
相
減
候
様

可
仕
候
、
萬
一
引
負
金
銀
出
来
仕
候
節
は
、
證
握
地
振
津
天
王
寺
村
ミ
甚
兵
衛
所
持
仕
候
田
畑
、
御
領
・
天
王

寺
領
合
九
町
五
反
八
畝
十
六
歩
、
分
米
百
戴
拾
五
石
七
斗
壼
升
四
合
別
紙
反
別
帳
之
通
、
御
引
上
ケ
御
彿
之
上
、

天
保
十
四
卯
年
閏
九
月

不
足
相
立
候
ハ
ヽ
、
證
人
引
請
辮
金
仕
、
聯
御
差
支
不
相
成
様
可
仕
候
、
依
之
御
請
證
文
奉
差
上
候
所
如
件

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町
（
円
内
「実
印」）

住
友
甚
兵
衛
〇

同
豊
後
町

證

人

泉

屋

さ

ち

代

判

（

円

内

「

印

」

）

泉
屋
源
兵
衛
〇

一
江
戸
表
に
下
シ
金
銀
之
賃
銀
書
附
、
江
戸
屋
平
右
衛
門
ぷ
取
寄
差
上
ル
、
左
ニ

一
金
百
雨
二
付

（中
略
）

賃
銀
覺

都
筑
金
三
郎
様

御

役

所

付
録

賃
五
拾
五
匁

ニ
四



付
録

一
銀
壼
貫
目
二
付

並
近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

八
日
限

七
日
限

六
日
限

十
日
限

八
日
限

七

日

限

同

六

拾

七

匁

六
日
限

一
壼
分
銀
百
雨
二
付

並 十

日

限

同

戴

拾

目

八
日
限

七
日
限

同
拾
五
匁

同
四
拾
五
匁

同
三
拾
五
匁

賃
八
拾
三
匁

同
五
拾
戴
匁

同
戴
拾
八
匁

賃
五
拾
五
匁

同
四
拾
五
匁

同
一
一
一
拾
五
匁

同
拾
壼
匁

二
五



（
中
略
）

請
取
申
為
替
銀
之
事

同
七
匁
五
分

右
之
通
御
定
賃
銀
之
外
二
、

卯
閏
九
月
十
八
日

住
友
様
御
店

一
十
月
十
四
日
出
御
用
状
十
五
日
二
到
来
、
束
ル
廿
三
日
大
坂
御
金
蔵
納
銀
爪
百
貫
目
井
十
一
月
六
日
江
戸
納
戴

百
貫
目
有
之
二
付
、
為
替
手
形
差
出
し
候
様
被

一
銀
爪
百
貫
目
也

右
者
都
筑
金
三
郎
様
御
代
官
所
御
下
シ
銀
、
於
嘗
地
悔
請
取
申
候
、
此
代
り
銀
於
江
戸
右
御
屋
敷
御
役
人
中
汐
、

ズ＞ 並

壼
割
増
奉
申
請
候
、

十

日

限

同

拾

五

匁

付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

以
上

仰
下
、
左
ニ

江
戸
屋平

右
衛
門

二
六



付
録

口
上

右
之
通
悔
請
取
申
候
、
以
上

但
御
元
メ
御
三
人
之
御
印
鑑
也

卯
十
月
廿
二
日

一
御
印
鑑

如
件

覺

来
ル
十
一
月
―
―
一
日
限
此
手
形
を
以
御
請
取
可
被
成
候
條
、

右
為
替
手
形
壼
通
御
返
書
へ
封
入
、

大
下
森
蔵
様

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

壼
通

但
手
形
押
切
は
諸
手
形
留
帳
二
有
之

天
保
十
四
卯
年
十
月
十
八
日

二
七 住

友
甚
兵
衛

江
戸
中
橋
上
槙
町

雨
替
店
名
代

喜
十
郎
殿

日
限
無
相
違
可
被
相
納
候
、
為
後
日
為
替
手
形
依
而

住
友
甚
兵
術

十
月
十
六
日
夜
船
二
藤
七
持
登
り
、
御
役
所
汐
之
御
請
取
書
持
婦
り
候
事
、



内
小
玉
銀
戴
拾
貫
目

一
銀
戴
百
貫
目

覺
卯
十
月
廿
一
日

常
是御

役

所

右
包
料
相
渡
申
候
、
此
外
二
為
入
用
相
渡
候
儀
一
切
無
御
座
候
、
以
上

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

一
銀
爪
百
貫
目

右
は
都
筑
金
三
郎
殿
来
ル
廿
三
日
書
面
之
通
り
御
上
納
二
付
、
御
改
包
御
案
内
迄
如
此
御
座
候
、
以
上

右
都
筑
金
三
郎
殿
上
納
銀
戴
百
貫
目
之
分

一
銀
四
百
六
拾
目

覺
卯
十
月
廿
一
日

常
是御

役

所

付
録

内
小
玉
銀
戴
拾
貫
目

住
友
甚
兵
衛

住
友
甚
兵
衛

ニ
八



付
録

可
仕
候
事

覺

談
合
可
致
旨
被
仰
聞
候
二
付
、
則
翌
日
馬
場
に
書
附
持
参
致
候
事
、
左

右
者
都
筑
金
三
郎
上
納
銀
明
廿
三
日
納
二
付
、
為
改
包
差
出
し
申
候
、
以
上

一
上
納
二
付
御
立
會
御
出
坂
被
成
候
御
手
代
三
嶋
耕
作
様
汐
、
村
方
ガ
掛
屋
ね
納
候
節
、
金
相
庭
は
市
中
獨
相
場

よ
り
如
何
程
引
請
取
候
哉
、
認
差
出
し
可
申
候
様
被
仰
聞
候
二
付
、
則
御
金
蔵
札
相
庭
井
市
中
燭
相
庭

・
雨
替

買
相
場
・
懸
屋
へ
請
取
相
庭
、
認
差
出
し
候
事

二
九

一
翌
日
三
嶋
殿
本
家
へ
御
越
シ
ニ
而
、
是
迄
銀
上
納
之
慮
、
今
汐
金
上
納
二
取
計
候
得
は
、
郡
内
汐
請
取
相
庭
、

是
迄
汐
少
ミ
高
直
二
受
取
、

又
者
其
方
も
世
話
少
き
候
様
相
見
へ
候
二
付
、
金
納
二
取
計
候
得
は
如
向
候
哉
、

一
御
年
貢
村
方
汐
請
取
候
節
金
相
庭
之
儀
、
営
地
市
中
燭
出
し
相
庭
下
直
段
よ
り
賦
分
引
二
而
、
以
来
請
取
候
様

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

（
中
略
）

卯
十
月
廿
―
―
日

常
是御

役

所

都
筑
金
三
郎
手
代

大
木
森
蔵



覺

去
卯
年
御
物
成
銀
差
引
勘
定
帳

（
中
略
）

右
之
通
書
上
候
慮
、
大
津
に
御
持
帰
被
遊
候
事

大
津御

役

所

付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

御
掛
屋

住
友
甚
兵
衛

一
御
上
納
銀
之
儀
、
以
来
金
上
納
二
相
成
候
得
は
、
右
燭
相
庭
下
直
段
よ
り
壼
分
下
二
而
請
取
申
候
様
可
仕
候
事

一
追
ミ
御
上
納
皆
清
、
村
方
ぷ
持
参
仕
候
儀
―
―
付
、
前
條
相
場
之
儀
如
何
様
と
も
御
取
究
被
成
下
度
、
尚
叉
先
日

被
仰
付
候
江
戸
納
懸
屋
改
料
、
古
堅
仁
兵
衛
方
は
壼
貫
目
二
付
賦
匁
宛
二
而
是
迄
仕
来
候
旨
被
仰
聞
、
奉
畏
候
、

私
義
も
同
様
壼
貫
目
二
付
賦
匁
ツ
、
請
取
候
様
可
仕
候
、
其
外
嘗
地
御
蔵
納
入
用
銀
井
為
替
賃
共
、
先
逹
而
奉

書
上
候
通
御
聞
届
被
仰
付
候
御
儀
二
御
座
候
得
は
、
早
ミ
御
下
知
被
仰
渡
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

十
一
月
廿
三
日

住
友
甚
兵
衛

1
0
 



付
録

銀
戴
百
貫
目

同
爪
百
壼
貫
目

内
彿

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

合
銀
千
九
百
七
貫
六
百
六
拾
三
匁
壺
分
賦
厘
七
毛

一
同
三
拾
六
貫
九
拾
戴
匁
三
分
七
厘
戴
毛

一
同
八
貫
百
拾
六
匁
五
分
四
厘

小
物
成
銀
請
取
、
小
手
形
百
三
拾
五
枚

竹
纏
藁
代
銀
請
取
、
小
手
形
九
拾
四
枚

但
筑
山
様
御
役
所
汐
御
請
取
之
分
、
二
月
廿
六
日
預
り

一
同
拾
四
貫
七
百
九
拾
八
匁
壼
厘

一
銀
壼
貫
百
九
拾
七
匁
八
分
戴
厘
八
毛

一
同
九
百
六
拾
七
貫
百
六
拾
壼
匁
三
分
七
厘
七
毛
同
皆
納

一
同
四
百
拾
四
貫
三
百
七
拾
六
匁

一
銀
百
九
拾
四
貫
七
百
三
拾
爪
匁

一
同
戴
百
七
拾
壼
貫
百
八
拾
九
匁

同 同

一納
二
納
小
手
形
百
七
拾
六
枚

御
物
成
初
納

但
卯
御
年
貢
銀
之
内
ふ
、
江
州
湖
上
船
運
上
銀
御
操
替
二
相
成
候
分
、
辰
二
月
廿
一
日
預
り

十
月
十
八
日
江
戸
納
、
手
形
壼
通
二
而
上
納

十
一
月
十
九
日
江
戸
納
、
手
形
壼
通
二
而
上
納

小
手
形
戴
百
六
拾
六
枚

小
手
形
百
七
拾
五
枚

小
手
形
百
七
拾
六
枚



同
七
拾
六
貫
五
百
三
拾
六
匁

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

金
賦
千
五
百
雨
代

金
壼
雨
二
付

六
拾
四
匁
三
分
替

メ
銀
七
百
爪
拾
四
貫
六
百
九
拾
戴
匁
六
分
六
厘
一
―
―
毛

銀
三
拾
戴
貫
目

同
戴
百
貫
目

同
賦
百
戴
拾
七
貫
戴
百
目

同
拾
四
貫
七
百
九
拾
八
匁
壺
厘

同
五
百
四
拾
四
貫
目

金
八
千
五
百
雨
代

同
七
拾
七
貫
八
百
五
拾
八
匁
三
分
七
厘

同
五
百
拾
匁
八
分
九
厘
八
毛

同
百
六
拾
貫
七
百
五
拾
目

銀
百
六
拾
戴
貫
九
百
四
拾
爪
匁
六
分
六
厘
三
毛

同
一
一
一
百
賦
拾
三
貫
六
百
九
拾
戴
匁
六
分
六
厘
三
毛

付
録

辰
二
月
二
日
江
戸
納
之
分
、
手
形
壼
通
二
而
上
納

卯
閏
九
月
廿
三
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

十
月
廿
三
日
大
坂
御
金
蔵
納

十
一
月
廿
三
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

十
二
月
五
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

十
二
月
廿
三
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

十
二
月
廿
三
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

辰
二
月
廿
三
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

辰
二
月
廿
四
日
、
筑
山
様
御
役
所
に
御
渡
銀
之
分

金
壼
雨
二
付
六
拾
四
匁
替



（
中
略
）

付
録

都
筑
金
三
郎
様

御

役

所

天
保
十
五
辰
年
六
月

以
上 /

銀
千
百
八
拾
爪
貫
三
百
五
拾
爪
匁
一
―
―
分
六
厘
三
毛

同
壺
貫
三
百
三
拾
爪
匁
五
分
四
厘
五
毛

合
銀
千
九
百
七
貫
四
拾
五
匁
爪
厘
六
毛

差
引残

銀
六
百
拾
八
匁
壼
分
壼
毛

右
者
去
卯
閏
九
月

5
嘗
辰
五
月
迄
奉
預
り
候
内
、

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

営
御
支
配
所
大
和
・
河
内
園
村
ミ
御
年
貢
金
銀
下
改
御
懸
屋
御
用
、
去
卯
年
汐
私
に
被
為

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

同
八
貫
百
拾
六
匁
五
分
四
厘

仰
付
難
有
奉
存
候
、

住
友
甚
兵
衛

上
納
差
引
残
銀
憶
奉
預
り
候
、
御
差
圏
次
第
上
納
可
仕
候
、

辰
五
月
十
六
日
、
大
坂
御
金
蔵
納

辰
―
―
一
月
十
六
日
、
大
坂
御
金
蔵
納



（
下
略
）

九
御
年
貢
銀
借
入
に
付
引
嘗
差
入
證
文

都
筑
金
三
郎
様

御

役

所

天
保
十
五
辰
年六

月

付
録

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

常
年
も
不
相
愛
右
御
用
相
勤
申
度
奉
存
罷
在
候
虞
、
嘗
五
月
江
戸
御
表

入
候
、
此
度

御
造
螢
被
為

添
證
文
之
事

御
本
丸
御
炎
上
被
為
在
、
誠
二
以
奉
恐

仰
出
、
右
御
用
物
之
内
、
御
丸
地
銅
吹
立
急
御
用
被
為

日
ミ
御
用
多
相
成
、
其
上
召
遣
下
代
共
無
人
二
御
座
候
帝
、
甚
奉
恐
入
候
得
共
、
御
懸
屋
御
用
難
相
勤
候
間
、
御

免
被
仰
付
度
奉
願
上
候
、
何
卒
御
憐
懲
ヲ
以
御
聞
演
被
為

一
銀
百
九
拾
戴
貫
戴
百
七
拾
目
也

住
友
甚
兵
衛

仰
出
候
二
付
、
先
頃
汐

成
下
候
様
、
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
、
以
上

一
四



右
者

付
録

但
し
去
ル
文
化
十
酉
年
汐
銀
九
百
目
宛
之
年
賦
證
文

一
銀
八
拾
壼
貫
爪
百
戴
拾
目

以
上

都
筑
金
三
郎
様
御
代
官
所
御
年
貢
銀
、
江
戸

候
所
賓
正
也
、
来
辰
正
月
廿
一
日
、
御
差
圏
次
第
無
遅
滞
相
渡
可
申
候
、
右
為
引
常
左
ニ

一
金
五
百
雨

但
此
銀
三
拾
賦
貫
五
百
目
也

一
五

L 

是
者
井
上
河
内
守
様
御
家
来
三
人
連
印
、
錢
屋
禰
助
営
證
文
壼
通

（
付
箋
）

「
此
證
文
十
一
月
限
二
御
座
候
虞
、
利
足
丈
相
渡
、
證
文
切
替
之
儀
、
追
而
御
切
替
之
積
り
二
御
座
候
、

一
銀
百
貫
目

是
は
木
村
惣
左
衛
門
様
御
家
来
三
人
連
印
、
平
野
屋
甚
右
衛
門
常
證
文
壼
通

是
は
油
屋
新
作
・
油
屋
新
助
・
油
屋
吉
兵
衛
一
―
一
人
連
印
、
錢
屋
禰
助
常
證
文
壺
通

嘗
卯
年
汐
銀
壼
貫
目
宛
之

年
賦
證
文

一

銀

爪

拾

貫

目

但

是
は
檜
皮
屋
岩
治
郎
代
判
安
兵
衛
外
三
人
連
印
、
錢
屋
禰
助
嘗
證
文
壼
通

一
銀
四
百
一
云
一
貫
賦
百
七
拾
壼
匁
三
分
四
厘

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

I c付箋） I 

御
金
蔵
納
二
相
成
候
内
之
分
、
書
面
之
銀
高
憶
二
預
り
申



都
筑
様
御
掛
屋

住
友
甚
兵
衛
殿

右
之
通
差
入
置
申
候
、
萬
一
不
都
合
之
儀
出
来
候
共
、
證
印
之
者
汐
急
度
僻
銀
仕
、
御
上
納
差
支
不
申
様
可
致
候
、

天
保
十
四
年
卯
十
二
月

偲
而
證
文
如
件

メ
五
通 是

は
大
津
屋
作
次
郎
代
判
平
野
屋
伊
兵
衛
汐
錢
屋
禰
助
宛
證
文
壼
通

付
録

但
去
ル
文
政
十
三
寅
年
汐
一
一
一
貫
目
宛
之
年
賦
證
文

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

右
同
人
代
判

錢
屋

證
人

新

兵

衛

（

印

）

支
配
人

太
兵
衛
（
印
）

同

錢
屋

禰

助

（

印

）

一
六



付
録

御
店
之
儀
、

廿
四
ケ
年
前
文
化
三
寅
年
御
開
店
以
前
汐
、
段
ミ
御
懇
意
被
下
、
追
ミ
金
子
融
通
も
被
成
下
、
夫
ミ

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

御
頼
談
書

御
役
所
ふ
御
渡
り
金
迄
、
利
足
之
儀
、

一
金
三
百
雨
也

覺

借
用
滞
金
返
清
方
に
付
頼
談
書

泉
屋
官
兵
衛
殿

右
は
飛
州
和
佐
保
山
出
銅
代
御
仕
切
金
宛
二
、
此
度
前
御
貸
渡
被
下
、
惨
二
請
取
申
候
所
相
違
無
御
座
候
、
追
而

御
役
所
表
汐
御
渡
シ
之
節
、
御
勝
手
二
御
引
取
可
被
下
候
、
依
之
書
付
相
渡
申
候
所
如
件

文
政
四
巳
年
五
月
九
日

但
文
字
金

八
朱
之
定
二
御
座
候
、
以
上

1
0
和
佐
保
銅
代
金
前
借
證
文

一七

田
中
半
次
郎
（
印
）



引
請
取
計
候
故
、
労
以
去
年
中
利
足
高
も
過
分
之
儀
二
御
座
候
間
、

賣
用
向
相
賄
来
候
所
、

者
年
八
朱
、

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

い
つ
れ
御
頼
申
上
、
御
勘
辮
も
相
願
度
、
既

一
骰
私
共
商
賣
柄
二
付
、
折
節
一
時
二
大
金
入
用
之
儀
も
有
之
、
其
時
ミ
御
融
通
被
成
下
、

連
ミ
借
用
金
相
増
、
十
七
八
ケ
年
以
前
ふ
は
、
年
ミ
大
金
御
借
居
同
様
二
相
成
、
殊
二
最
初
ふ
百
雨
二
付
七
拾
匁

宛
之
割
を
以
、
利
足
相
勤
候
故
、
禰
壻
借
用
高
相
増
、
嘗
惑
仕
罷
在
候
所
、

去
ル
酉
年
中
右
借
用
高
之
内
、

千
雨

千
雨
は
年
一
割
二
而
、
都
合
戴
千
雨
丈
ケ
ハ
暫
御
貸
居
二
被
成
下
、
其
外
常
用
出
入
之
分
は
、
年
一

割
戴
分
之
積
御
利
下
ケ
被
成
下
候
所
、
其
後
も
嘗
用
之
分
、
追
ミ
大
金
借
用
仕
候
二
付
、
矢
張
先
前
之
通
年
ミ
利

足
四
五
百
雨
、
或
は
七
八
百
雨
宛
も
差
出
候
様
相
成
、
御
陰
二
而
商
用
向
夫
ミ
取
計
候
儀
ニ
ハ
候
得
共
、
利
彿
而

已
二
追
れ
候
仕
合
、
甚
嘗
惑
仕
候
間
、
尚
利
下
ケ
等
之
儀
も
御
内
願
申
度
、
近
年
中
心
掛
候
得
共
、
何
分
時
ミ
金

高
入
用
差
掛
御
頼
申
上
候
事
故
、
右
等
之
儀
も
申
出
兼
、
尤
去
ル
亥
の
冬
頃
必
は
、
御
店
も
諸
向
御
掛
引
多
二
相

成
、
御
融
通
も
御
世
話
敷
御
様
子
二
而
、
堂
用
之
儀
も
御
取
計
不
被
下
、
私
ふ
も
差
加
、
御
頼
も
不
申
上
候
得
共
、

去
秋
中
¢
差
引
尻
嘗
用
之
分
も
、
居
り
金
同
様
拝
借
二
相
成
居
、
其
上
芝
様
御
役
所
御
用
金
之
分
も
、
私
方
二
而

ニ
去
秋
中
も
各
様
方
に
御
内
咄
も
申
上
掛
候
得
共
、
其
後
御
互
ひ
二
繁
用
二
而
、
夫
成
二
打
過
、
最
早
此
節
二
至
、

御
店
御
勘
定
御
調
ら
へ
時
二
も
相
成
候
故
、
無
握
去
年
中
利
足
も
多
分
之
高
な
か
ら
、
漸
御
勘
定
立
仕
候
儀
二
御

座
候
、
誠
二
前
文
之
通
初
稜
汐
ハ
敷
十
年
之
間
、
厚
御
介
抱
二
預
り
候
所
、
先
ミ
御
店
に
到
し
、
聯
不
賓
意
之
御

付
録

一八



之
儀
も
、
私
方
二
而
は

仕
向
も
不
仕
、
無
難
二
取
計
来
候
得
共
、

三
四
拾
年
来
御
常
地
出
府
罷
在
、
長
ミ
之
間
御
用
向
・
家
業
鉢
、
是
迄
無
滞
取
績
来
候
所
、
最
早
雨
人
共
追
ミ
老

衰
二
も
お
よ
ひ
、
人
命
不
定
之
世
の
中
、
萬
一
之
儀
御
座
候
而
ハ
、
御
店
始
諸
向
に
到
し
、
御
不
賓
意
之
儀
も
出

来
、
子
孫
に
難
澁
相
残
候
様
罷
成
候
而
ハ
生
涯
之
瑕
確
と
、
頻
り
二
不
安
心
二
奉
存
候
間
、
何
卒
此
上
右
借
用
金

返
清
方
格
別
之
御
勘
辮
御
願
申
上
度
、
勿
論
敷
十
年
来
御
店
之
御
懇
情
預
御
世
話
二
候
而
已
、
別
段
御
為
御
奉
公

も
不
仕
候
得
共
、
年
来
相
納
候
利
足
も
相
束
ネ
候
ハ
ヽ
、
凡
壼
萬
爪
三
千
雨
二
も
可
及
申
、

通
御
差
支
急
御
入
用
之
節
、

下
候
得
共
、

一九

ケ
様
成
行
候
而
は
、
往
ミ
立
行
之
程
も
如
何
と
被
存
、
殊
二
私
共
義
も

且
叉
稀
ミ
御
店
御
融

入
金
御
談
二
而
日
敷
五
七
日
或
は
十
日
位
上
ヶ
置
候
分
、
利
足
日
歩
勘
定
二
御
立
被

内
賓
外
方
汐
急
手
段
致
し
、
品
二
寄
半
月
一
ヶ
月
高
利
之
他
借
二
而
間
二
合
候
故
、

又
は
疵
金
・
丁
銀
等
入
替
取
計
候
節
ミ
も
、

日
歩
は
内
損
之
儀
も
有
之
、
猶

不
少
内
損
立
、

御
屋
鋪
に
柳
御
由
緒
も
無
御
座
、
全
御
店
に
敷
口
御
引
請
御
迷
惑
二
付
、
御
談
加
入
罷

在
、
右
等
も
他
借
利
付
之
金
子
を
以
掛
廻
し
候
得
ハ
、
無
難
終
候
而
も
満
會
之
上
は
、
算
営
過
分
之
内
損
相
立
候

儀
二
御
座
候
、
右
は
畢
覚
年
来
預
御
懇
情
候
御
恩
報
と
奉
存
取
計
置
候
上
は
、
改
是
等
之
趣
不
申
上
候
共
の
義
ニ

御
座
候
得
と
も
、
御
店
も
追
ミ
御
支
配
御
引
代
り
之
事
故
、
是
迄
之
手
績
キ
委
細
之
儀
は
、
御
存
も
被
下
間
敷
奉

存
候
間
、
敷
年
来
御
店
蒙
御
懇
情
ヲ
、
私
共
も
聯
不
賓
意
之
御
仕
向
等
不
仕
諄
ケ
合
、
御
承
知
被
下
度
た
め
認
申

付
録
近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

濱
松
様
・
小
田
原
様
等
之
大
無
盛



上
候
、

金
爪
百
七
拾
五
雨
爪
分
・
銀
六
匁
戴
分
五
厘

付
録
近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

い
つ
れ
年
来
御
懇
意
合
之
故
を
以
、
御
憐
慾
御
願
申
上
候
外
無
御
座
、
萬
端
御
推
察
被
下
、
此
上
常
時
拝

借
残
金
之
分
返
涜
方
、
格
別
之
御
賢
慮
御
勘
辮
御
願
申
上
度
、
思
召
之
程
憚
入
候
得
共
、
私
共
存
慮
之
趣
左
二
御

願
申
上
候
間
、

何
分
宜
御
承
知
可
被
成
下
候

一
金
千
八
百
五
拾
雨

/
金
-
―
一
千
八
百
五
拾
雨

酉
年
以
来
年
八
朱
二
而
居
り
借
用
之
分

同
断
年
一
割
二
而
居
り
借
用
之
分

金
五
百
七
拾
四
雨
壼
分
・
銀
八
匁
七
分
五
厘

年
一
割
戴
分
ッ
、

是
ハ
小
田
原
様
無
盛
壼
口
加
入
、
常
丑
二
月
十
一
會
目
迄
掛
金
/
高
之
内
、

差
引
、
全
く
正
金
差
出
有
之
分
、
此
度
右
無
盛
壼
口
私
持
之
分
、
御
店
、
は
御
引
取
被
下
、
右
借
用
金
之

内
に
御
請
取
二
御
立
被
下
度
事

内
但
子
年
中
迄
利
足
勘
定
不
残
相
清
居
申
候

一

金

千

雨

一

金

千

雨

亥
八
月
中
勘
定
常
用
借
用
差
引
残
金
之
分

せ
り
閾
割
返
し
請
取
候
分

四
〇



妻
鳥
晋
右
衛
門
様

を
以
、
元
利
共
皆
渭
之
稽
奉
願
候

此
分
無
利
足
十
ヶ
年
賦
位
二
御
頼
申
上
度
奉
存
候
得
共
、
無
利
足
と
申
候
而
ハ
、
御
店
法
差
支
之
程
も
難

計
奉
存
候
間
、
営
丑
汐
来
ル
戌
迄
十
ケ
年
之
間
、
壼
ヶ
年
金
三
百
五
拾
両
ッ
、
返
清
、
都
合
三
千
五
百
雨

右
之
趣
貴
所
様
方
先
ッ
御
内
見
被
下
、
幾
重
二
も
厚
く
御
憐
察
御
賢
考
之
上
、
御
同
役
様
方
に
も
御
内
評
被
下
、

御
本
家
様
に
何
分
宜
御
内
願
被
仰
上
被
下
、
何
卒
此
上
御
店
に
御
不
賓
不
仕
、
私
共
取
績
候
様
、
偏
御
慈
計
御
工

夫
被
成
下
候
様
奉
願
候
、
以
上

文
政
十
二
丑
年
二
月

住
友
様
御
店

大

西

半

兵

衛

様

付
録
近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

引
メ
金
三
千
雨
也

小
以
金
八
百
五
拾
雨
也

是
ハ
此
度
正
金
二
而
返
清
可
仕
候

四
長
助
（
印
）

田
中
半
十
郎
（
印
）



長
濱
屋

未

十

月

廿

四

日

半

右

衛

門

」

（
裏
書
）

「
表
書
之
通
悟
請
取
申
候
、
以
上

外
二
添
状
有

安
永
四
未
年
十
月
十
六
日

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町

泉
屋
吉
左
衛
門
殿

一
金
百
五
拾
雨
者

但
文
字
金
也

右
者
常
地
大
門
通
中
嶋
屋
久
兵
衛
殿
方
大
坂
北
濱
壼
丁
目
和
泉
屋
新
四
郎
殿
に
為
登
金
二
而
為
替
取
組
、
於
営
地

悔
二
請
取
申
所
賓
正
也
、

然
ル
上
は
此
代
り
金
手
形
参
着
次
第
、
右
新
四
郎
殿
汐
御
請
取
可
被
成
候
閻
、
無
相
違

御
渡
可
被
下
候
、
為
後
日
為
替
手
形
偲
如
件

請
取
申
為
替
金
之
事

付
録

為
替
手
形

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

江
戸
浅
草
諏
訪
町

同
甚
左
衛
門
（
印
）

四



付
録

請
取
申
為
替
銀
之
事

合
銀
壼
貫
百
七
拾
四
匁
也

右
者
松
山
奥
平
志
津
摩
殿
汐
請
取
申
虞
賓
正
御
座
候
、
然
上
は
右
代
り
銀
其
御
地
於
御
屋
敷
、
堤
十
左
衛
門
殿
汐

安
永
五
申
年
十
一
月
四
日

御
請
取
可
被
成
候
間
、
此
手
形
参
着
次
第
、
無
間
違
御
渡
シ
可
被
成
候
、
偲
而
為
替
手
形
如
件

別
子
銅
山

泉

屋

半

兵

衛

（

印

）

松
山
加
印

八
蔵
屋
典
一
左
衛
門
（
印
）

申
十
一
月
十
五
日

為
替
證
文
之
事

一
銀
賦
貫
目
也

右
者
常
地
鑑
屋
金
五
郎
殿
為
替
銀
為
替
取
組
、
銀
高
之
通
悔
二
請
取
申
候
、
此
代
り
銀
於
御
地
、
道
修
町
爪
丁
目

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

堤
十
左
衛
門
（
印
）
」

「
表
書
之
通
銀
子
請
取
申
候
、
以
上

大
坂
長
堀
茂
左
術
門
町

泉

屋

吉

左

衛

門

殿

添

状

添

四



右
は
加
州

一
金
千
雨
也

覺

近
世
住
友
金
融
関
係
資
料

小
西
伊
兵
衛
殿
方
に
、
此
證
文
参
着
次
第
無
間
違
被
遊
御
渡
可
被
下
候
、
為
其
為
替
證
文
偲
而
如
件

長
崎
浦
五
島
町

同
慶
蔵
（
印
）

本
多
磐
松
様
為
御
替
金
、
悔
二
請
取
申
候
、
然
ル
上
者
同
所
宮
腰
錢
屋
五
兵
衛
殿
方
に
早
速
相
逹
可

泉
屋
甚
次
郎
殿

文
政
八
酉
年
六
月
十
五
日

申
候
、
為
其
請
取
一
札
依
而
如
件

代

岩

松

小
西
伊
兵
衛
（
印
）

（
裏
書
）

「
表
書
通
槌
受
取
申
候

義
助
殿

寛
政
十
二
申
八
月
七
日

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町

泉
屋
吉
次
郎
様

付
録

L 

北
風
荘
右
衛
門
（
印
）

四
四



近
世
住
友
の
金
融
史
の
研
究
に
つ
い
て
、
種
々
の
問
題
点
の
あ
る
こ
と
は
、
本
文
の
は
じ
め
に
述
べ
ら
れ
た
通

り
で
あ
る
。
住
友
の
主
業
は
銅
鉱
業
・
銅
精
錬
及
び
銅
貿
易
で
あ
る
が
、

産
業
を
も
手
が
け
て
い
る
。

札
差
、
諸
藩
・
代
官
の
蔵
元
・
掛
屋
、
銅
座
掛
屋
な
ど
広
汎
な
活
動
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
先
ず

関
係
史
料
の
調
査
・
整
理
・
解
明
の
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

彦
な
分
野
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
侯
つ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

本
輯
は
こ
の
金
融
史
研
究
の
序
論
と
も
な
る
も
の
で
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
宮
本
又
次
博
士
の
御
執
筆
を
も
と

昭
和
五
十
八
年
七
月

と
し
て
、
室
員
今
井
典
子
が
そ
の
編
集
並
び
に
付
録
の
作
成
に
当
っ
た
。

後

な
か
で
も
こ
の
金
融
業
は
主
業
銅
業
に
次
ぐ
も
の
で
、

記

し
か
し
て
、

住

友

修

史

室

そ
の
ほ
か
に
金
融
業
・
輸
入
業
・
不
動

主
業
と
も
関
連
し
て
、
両
替
、

金
融
業
は
住
友
の
近
世
史
に
お
い
て
大
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